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はじめに

『Oracle WebCenter Content Site Studio管理者およびマネージャーズ・ガイド』には、Content Serverインタフェースを使用して実行できるSite Studioのすべてのタスクについての情報が記載されています。タスクには、管理タスク(サイトのレプリケート、サイトのバックアップなど)およびサイト・デザイナが承認するサイトの管理に関連するタスク(セクションの追加、プライマリおよびセカンダリ・キーの割り当てなど)が含まれます。


対象読者

このマニュアルは、Site Studioで管理している、組織のWebサイトの管理担当者を対象としています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティに関する詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、Oracle Site Studioドキュメント・セットの次のドキュメントを参照してください。

	
『Oracle WebCenter Content Site Studio Contributorユーザーズ・ガイド』


	
『Oracle WebCenter Content Site Studio Designerユーザーズ・ガイド』


	
『Oracle WebCenter Content Site Studio Publisherユーザーズ・ガイド』


	
『Oracle WebCenter Content Site Studioテクニカル・リファレンス・ガイド』





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。










1 概要

Site Studioは、エンタープライズ規模のWebサイトの包括的な設計、作成および管理を可能にする強力で柔軟なWeb開発アプリケーション・スイートです。Site Studioは、Webサイトの作成とコンテンツ管理が一体化されている点が、従来型のHTMLエディタやスクリプト・エディタより優れています。

Site Studioでは、Webサイト開発および管理プロセスに、別のサイト・ロール(デザイナ、コントリビュータ、マネージャ、管理者)向けのアプリケーション、管理可能なサイト階層、再利用可能なサイト・アセットとコンテンツ、フラグメント、および編集可能なサイト・リージョンなどの概念が導入されています。一緒に使用すると、エンタープライズ規模のWebサイトによくあるボトルネックが存在しないWebサイトを作成できます。

次の項で、Site Studioの詳細を説明します。

	
「Site Studioソフトウェア・スイート」


	
「Site Studioユーザー」


	
「Site Studio公開モデル」


	
「Site Studio管理」






1.1 Site Studioソフトウェア・スイート

Site Studioには様々なコンポーネントがあり、コンテンツ・サーバーで動作するものやクライアント・コンピュータで動作するものがあります。コンポーネントを使用すると、組織は、適切なタイミングでシームレスにWebサイトを作成、管理および配置できます。組織は、サイトを担当している各ユーザーのロールを作成および変更できます。

これを実現するため、Site Studioは次のコンポーネントで構成されています。


	Site Studio製品	説明
	Content Serverコンポーネント	まずこのコンポーネントをコンテンツ・サーバーにインストールする必要があります。Webサイトが機能するために必要です。このコンポーネントには多様なサーバー側機能が用意されており、クライアント(デザイナ)やサイトのその他のコンポーネントと通信します。
このコンポーネントは、サイト管理者がWebサイトの管理タスクで使用するSite Studio管理インタフェースも提供します。「Site Studio管理」を参照してください。


	Site Studioデザイナ	サイト・デザイナが、ページ・テンプレートの定義、編集可能ページ・リージョンの設定など、Webサイトの作成および設計を行う開発環境を提供するクライアント側アプリケーションです。詳細は、『Oracle WebCenter Content Site Studio Designerユーザーズ・ガイド』を参照してください。
	Site Studioマネージャ	セクションの追加や削除、セクションに割り当てられたレイアウト・ページの変更、サイト・プロパティの変更など、サイト・マネージャがサイト階層の変更を行う環境を提供するWebベースのアプリケーションです。詳細は、「Site Studioマネージャの使用」を参照してください。
	Site Studioコントリビュータ	コントリビュータが既存のWebサイトのWebページへの追加や編集を実行できる、コンテキスト内編集環境を提供するクライアント側アプリケーションです。詳細は、『Oracle WebCenter Content Site Studio Contributorユーザーズ・ガイド』を参照してください。






各アプリケーションは独立していますが、緊密に統合されています。デザイナで実行されたタスクはマネージャやコントリビュータに影響し、マネージャで実行されたタスクはコントリビュータに影響します。マネージャを使用するユーザーは、時にコントリビュータも使用します。





1.2 Site Studioユーザー

Site Studioには、3タイプのユーザーが、Webサイトの作成および管理を行える環境が用意されています。

	
デザイナ: WebマスターまたはWeb開発者。このユーザーは、サイトの作成、ページ・テンプレートの設計、フラグメントの追加や編集、編集可能または管理可能なサイト領域の指定を担当します。


	
マネージャ: 課または部署の管理者。このユーザーは、サイトの構造、セクションの変更、領域の作成、ページ・テンプレートの再割当てなどを担当します。


	
コントリビュータ: 営業または販売チームのメンバー。このユーザーは、サイトに表示されるコンテンツの追加および編集を担当します。




通常、1人のデザイナが複数のマネージャと作業し、各マネージャは1人以上のコントリビュータと作業します。デザイナが、サイト階層の作成やコンテンツの配置場所の決定を行うマネージャにサイトを委任する場合もあります。マネージャは、サイト・ページのコンテンツの更新(または作成)を開始することをコントリビュータに通知します。




	
注意:

組織の大きさおよび構造により、1人が複数のロールを持つ場合があります。







これらのSite Studioロールに加え、サイトへのWebアドレスの割当て、サイトのバックアップ、サイトのレプリケートなどを担当するサイト管理者が個別にいる場合もあります。これらの管理タスクはすべてコンテンツ・サーバーで実行されます。





1.3 Site Studio公開モデル

Site Studioは、デザイナ、マネージャおよびコントリビュータの3つのユーザー・モデルを中心に設計されています。デザイナはサイトを作成し、マネージャはサイトを運営し、コントリビュータはサイトのコンテンツを追加および編集します。このモデルを使用すると、組織は簡単および効率的にサイトを作成して運営し、組織内のユーザーは、大規模なWebサイトによくあるボトルネックなしに迅速にコンテンツを更新できます。

実行されるタスクと、各タスクの実行に使用されるアプリケーションのサマリーを次に示します。

	
手順1: デザイナでのサイトの作成


	
手順2: マネージャでのサイトの管理


	
手順3: コントリビュータでのコンテンツの追加および編集


	
手順4: 完成したWebサイトのプレビューおよび配置



	
注意:

組織は必要に応じて、このモデルに従うことも、独自の公開モデルを使用することもできます。










1.3.1 手順1: デザイナでのサイトの作成

サイトのデザイナは、サイトをホスティングしているサーバーへのサイト接続、サイト名およびサイト・アドレスの作成からプロセスを開始します。次に、デザイナは、サイト・アセット(プレースホルダ、ページ・テンプレート、要素定義など)を定義し、これらのアセットに基づいてサイトを作成します(このタスクがマネージャに委任されている場合を除く)。このとき、サイト階層も作成します。これらのタスクはすべてSite Studioデザイナで実行されます。


図1-1 デザイナ・アプリケーション

[image: デザイナ・アプリケーションの表示]



完了したら、デザイナからサイト・マネージャおよびサイト・コントリビュータに、サイトが作成され、管理および編集が必要であることが通知されます。デザイナはこれを実行するため、サイトのコントリビュータ専用セクションに指示を出すか、ワークフローまたは組織標準の手順に準拠した別のメソッドを使用してより形式的なプロセスを実装します。




	
注意:

Site Studioデザイナ・アプリケーションの詳細は、『Oracle WebCenter Content Site Studio Designerユーザーズ・ガイド』を参照してください。











1.3.2 手順2: マネージャでのサイトの管理

マネージャがサイトの場所を入力すると、サイト設計がほとんど完成します(つまり、サイト・ページのルック・アンド・フィール)。マネージャは、定義されたサイト階層の確認と変更(デザイナが階層を設定している場合)、セクションの追加と変更、サイト・ページへのテンプレートの割当ておよびサイト・プロパティの設定ができます。これらのタスクはすべてSite Studioマネージャで実行されます。


図1-2 マネージャ・アプリケーション

[image: マネージャ・アプリケーションのスクリーンショット]



サイト・デザイナがどのように設定したかにより、マネージャ・アプリケーションをサイトのすべてのページで使用できるか、専用のセクションでのみ使用できるかが異なります。Content Serverのユーザー・インタフェースのSite Studio管理ページから開くこともできます。

完了したら、マネージャは1人以上のコントリビュータに、サイトのコンテンツの追加および編集を開始できることを通知します。マネージャは、サイトのコントリビュータ専用セクションに指示を渡すか、ワークフローまたは組織標準の手順に準拠した別のメソッドを使用してより形式的なプロセスを実装します。




	
注意:

Site Studioマネージャ・アプリケーションの詳細は、第2章「Webサイトの管理」を参照してください。











1.3.3 手順3: コントリビュータでのコンテンツの追加および編集

コントリビュータが作業を開始する際には、サイト階層全体にコンテンツを配置できるようになっています。コントリビュータは、サイトの各ページに表示されるコンテンツを追加および編集できます。つまり、テキスト、グラフィック、リスト、ページへのリンクなどの作業が可能です。これらのタスクはすべてSite Studioコントリビュータで実行されます。


図1-3 コントリビュータ・アプリケーション

[image: コントリビュータ・アプリケーションのスクリーンショット]



デザイナおよびマネージャがサイトをどのように設定したかにより、コントリビュータの作業内容は、ページやWebサイトごとに異なります。コントリビュータ・アプリケーションのみで作業すること(コントリビュータ・データファイルを編集する場合)も、サード・パーティ・アプリケーションのみで作業すること(ネイティブ・ドキュメントを編集する場合)もあります。また、Site Studioコントリビュータで、多数のオプションが有効化されている場合も無効化されている場合もあります。

完了したら、コントリビュータはその他のコントリビュータまたはレビューアに、ページを追加または編集したことを通知します。コントリビュータ専用セクションで相互にやりとりするか、ワークフローまたは組織標準の手順に準拠した別のメソッドの形式的な確認プロセスに従います。




	
注意:

Site Studioコントリビュータ・アプリケーションの詳細は、『Oracle WebCenter Content Site Studio Contributorユーザーズ・ガイド』を参照してください。











1.3.4 手順4: 完成したWebサイトのプレビューおよび配置

全員の作業が完了したら、完成したWebサイトを公開できます。ユーザーにサイトを配布するには、サイト消費専用のサーバーにレプリケートする必要があります。


図1-4 公開版のWebページ

[image: 消費モードでの最終Webページのスクリーンショット。]








1.4 Site Studio管理

デザイナ、マネージャおよびコントリビュータ・アプリケーションを使用したサイトの作成および管理に加え、Oracle Content Serverのインタフェースを使用して、サイトの開始および停止、プロジェクトへのデフォルトのメタデータの割当て、フラグメント・ライブラリの管理、サイトのレプリケート、サイトのバックアップおよびリストアなどの管理タスクを実行できます。

これらのタスクは、Oracle Content Serverインタフェースの「Site Studio Administration」ページから実行します。このページを表示するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。





図1-5 「Site Studio Administration」ページ

[image: Content Serverの管理ページのスクリーンショット。]



「Site Studio Administration」ページでは、次のオプションを使用できます。


	要素	説明
	Manage Web Sites	「Manage Web Sites」ページ(「「Manage Web Sites」ページ」を参照)が表示されます。各サイトの表示、ナビゲーションの更新、サイト・レポートの表示、サイトの開始と停止、およびサイトのリロードができます。
詳細は、第2章「Webサイトの管理」を参照してください。


	Manage Web Site Addresses	「Web Site Addresses」ページ(「「Web Site Addresses」ページ」を参照)が表示されます。Webサイトを示すドメイン・アドレスを追加できます。
詳細は、第3章「Webサイト・アドレスの管理」を参照してください。


	Manage Fragment Libraries	「Manage Fragment Libraries」ページ(「「Manage Fragment Libraries」ページ」を参照)が開きます。必要に応じ、フラグメント・ライブラリのデプロイおよびJSPサポートの構成ができます。
詳細は、第4章「フラグメント・ライブラリの管理」を参照してください。


	Set Default Project Document Information	「Set Default Project Document Information」ページ(「「Set Default Project Document Information」ページ」を参照)が開きます。新しいプロジェクト・ファイル(デザイナで作成)に割り当てられたデフォルトのメタデータを指定できます。
詳細は、第5章「デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定」を参照してください。


	Manage Site Replication	「Manage Site Replication」ページ(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)が表示されます。サイトをコンテンツ・サーバー間でレプリケートできます。
詳細は、第6章「サイト・レプリケーションの管理」を参照してください。


	Backup and Restore	「Backup and Restore」ページ(「「Backup and Restore」ページ」を参照)が表示されます。Webサイトのバックアップの作成およびWebサイトのバックアップからのリストアができます。
詳細は、第7章「Webサイトのバックアップおよびリストア」を参照してください。


	General Component Information	「General Component Information」ページ(「「General Component Information」ページ」を参照)が表示されます。バージョン、Site Studio固有のメタデータ、ディレクトリ・パスなどのサイトの有用な情報を確認できます。
詳細は、第8章「一般コンポーネント情報」を参照してください。








「Site Studio Administration」ページは、Content Serverの「Administration」セクションまたはデザイナ(「Site Studio Admin」オプション)のプレビュー・アイコン・メニュー(図1-6)を使用して表示できます。


図1-6 Site Studioデザイナのプレビュー・アイコン

[image: プレビュー]









2 Webサイトの管理


概要

	
「Webサイトの管理の概要」





タスク

	
「Webサイトの表示」


	
「Webサイト・ナビゲーションの更新」


	
「Webサイト・オブジェクト・レポートの表示」


	
「Site Studioマネージャの使用」


	
「Webサイトの開始および停止」


	
「Webサイトのリロード」


	
「オンデマンドWebサイト」






2.1 Webサイトの管理の概要

Content Serverインタフェースでは、Site Studio Webサイトの管理を支援するオプションが使用できます。管理タスクは、コンテンツ・サーバーの「Manage Web Sites」ページから実行します(「「Manage Web Sites」ページ」を参照)。定義済Webサイトの有効性の制御、Webサイトのナビゲーションの更新、Webサイトの開始と停止、およびサイト・レポートの生成ができます。また、このページからマネージャ・アプリケーションを起動して、サイト階層の変更、セクションの追加と削除、サイト・ページへのテンプレートの割当ておよびサイト・プロパティの設定ができます。





2.2 Webサイトの表示

「Manage Web Sites」ページにリストされているすべてのWebサイトは、Webブラウザでロードおよび表示できます。管理対象Webサイトを表示するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「Manage Web Sites」をクリックします。

「Manage Web Sites」ページが表示されます(「「Manage Web Sites」ページ」を参照)。


	
リストから表示するWebサイトを選択し、「View Web Site」をクリックします。


	
Webサイトが、同一のブラウザ・ウィンドウまたはタブで開きます。








2.3 Webサイト・ナビゲーションの更新

サイト・マネージャは、ディレクトリおよびサブディレクトリの追加と削除、またはWebサイトの別の領域へのディレクトリの移動などを実行して、Webサイトの構造を変更できます。サイト構造を変更する場合、すべてのサイト・ナビゲーションを更新(再構築)する必要があります。

Webサイトのナビゲーションを変更するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「Manage Web Sites」をクリックします。

「Manage Web Sites」ページが表示されます(「「Manage Web Sites」ページ」を参照)。


	
ナビゲーションを更新するWebサイトを選択し、「Update Navigation」をクリックします。

Webサイト・ナビゲーションが更新されます。進行状況は表示されませんが、プロセスが終了するとページは自動的にリフレッシュされます。








2.4 Webサイト・オブジェクト・レポートの表示

Webサイト・オブジェクト・レポートには、Webサイトの各部分での使用アクティビティの詳細が表示されます。デザイナが実装した場合、サイト・マネージャはWebサイト・レポートを使用できます。

Webサイト・オブジェクト・レポートを表示するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「Manage Web Sites」をクリックします。

「Manage Web Sites」ページが表示されます(「「Manage Web Sites」ページ」を参照)。


	
レポートを表示するWebサイトを選択し、「View Web Site Objects Report」をクリックします。

「Web Site Objects Report」ページが表示されます(「「Web Site Objects Report」ページ」を参照)。


	
任意のオブジェクト・カテゴリをクリックして、カテゴリ固有のレポートを表示します。








2.5 Site Studioマネージャの使用

Site Studioマネージャ・アプリケーションは、アプリケーションを使用してサイト管理タスクを実行する、指定されたユーザーが使用できます。

	
「セクションの追加」


	
「セクションの削除」


	
「セクションの移動」


	
「セクション・プロパティの編集」


	
「セクション名の変更」


	
「Webサイトへのセクションの表示または非表示」


	
「コントリビュータ専用としてのセクションの指定」


	
「エラー・ハンドラとしてのセクションの指定」


	
「セクションまたはページに関連付けられたURLの変更」


	
「セクションの最大経過時間の変更」


	
「カスタム・プロパティの変更」


	
「ページ・テンプレートのプレビュー」


	
「セクションへのプライマリ・ページの割当て」


	
「セクションへの外部URLの割当て」


	
「セクションへのセカンダリ・ページの割当て」


	
「セクションからのページ・テンプレートの削除」


	
「ページ・テンプレートのコンテンツ情報ページの表示」






2.5.1 Site Studioマネージャの起動

Site Studioマネージャ・アプリケーションは、Oracle Content Serverインタフェースからアクセスできますが、サイト・デザイナはWebサイトからマネージャ・アプリケーションにアクセスすることもできます。後者の方法の詳細は、『Oracle WebCenter Content Site Studio Designerユーザーズ・ガイド』を参照してください。Oracle Content ServerからSite Studioマネージャを起動するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「Manage Web Sites」をクリックします。

「Manage Web Sites」ページが表示されます(「「Manage Web Sites」ページ」を参照)。


	
管理するWebサイトを選択し、「Manage Site」をクリックします。

サイト管理ページが表示されます(「サイト管理ページ(Site Studioマネージャ)」を参照)。








2.5.2 セクションの追加

サイト階層から、または「Section」タブで、Webサイトにセクションを追加できます。Webサイトにセクションを追加するには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
セクションを追加するサイト階層で、セクションを選択し、次のいずれかを実行します。

	
サイト階層の選択したセクションで、マウスを右クリックして、「Add new section」を選択します。


	
「Section」タブで、「Add」をクリックします。

「Add New Section」ダイアログが表示されます(図2-1)。





図2-1 「Add New Section」ダイアログ

[image: 「Add New Section」ダイアログのスクリーンショット。]



	
セクションの情報を入力します。

	
Label: セクションのラベルを入力します。ラベルは、サイト階層およびWebサイトのナビゲーション・メニューに表示されます。


	
URL: デフォルトのURLは、すべての空白を取り除いたセクション・ラベルです。自動的に指定されるURLとは異なるものにする場合はURLを入力します。URLの値には、空白や特殊文字を含めないでください。URLの値は、Webアドレスのそのセクションを表すものです(たとえば、http://www.example.com/product1/index.htmというアドレスの場合、URLの値はproduct1です)。この値は、そのセクションへのパスベースのすべてのリンクにも使用されます。


	
Section ID: Site Studioでセクションを識別する方法を選択します。

	
Auto-generate section ID: Site StudioによりIDが自動的に生成されます。


	
Manually enter section ID: セクションに独自のIDを指定します。(セクションIDはコンテント・サーバー内で一意であることが必要です。)






	
注意:

セクションID(ノードIDとも呼ばれる)は、セクションをターゲットとするすべてのIDベースのリンクに使用されます。









	
「OK」をクリックしてダイアログを閉じ、サイト階層にセクションを追加します。




サイト階層にセクションを追加したら、「Section」タブでプロパティを変更できます(「セクション・プロパティの編集」を参照)。サイト階層に追加したセクションは、選択してサイトのナビゲーションに含めるまで、Webサイトには表示されません(「Webサイトへのセクションの表示または非表示」を参照)。





2.5.3 セクションの削除

サイト階層からセクションを削除して、Webサイトに表示されないようにすることができます。セクションを削除するには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で、削除するセクションを選択し、次のいずれかを実行します。

	
サイト階層の選択したセクションで、マウスを右クリックして、「Remove this section」を選択します。


	
「Section」タブで、「Remove」をクリックします。





	
「OK」をクリックしてメッセージを確認します。




少し遅れて、サイト階層からセクションが削除されます。




	
注意:

セクションを削除しても、そのセクションに関連付けられていたコンテンツ(ページ・テンプレート、フラグメント、グラフィックなど)はコンテンツ・サーバーに残り、Webサイトに関連付けられたままになります。











2.5.4 セクションの移動

サイト階層内のセクションの順序を変更できます。セクションの順序は、Webサイトでどのように表示されるかに影響します。セクションを移動するには、サイト階層へのドラッグ・アンド・ドロップ、またはMoveコマンドの使用という2つの方法があります。


セクションのドラッグ・アンド・ドロップでの移動

サイト階層でセクションをドラッグ・アンド・ドロップで移動するには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層でセクションをクリックし、移動するサイト階層の場所までドラッグします。


	
マウス・ボタンを放すと、セクションをどこに配置するかを尋ねるコンテキスト・メニューが表示されます。

	
Move Before section [name]


	
Move After section [name]


	
Move Into section [name]





	
適切な相対的な場所を選択します。「Move Before section...」を選択した場合、セクションは選択されたセクションのサブセクションになります。




少し遅れて、サイト階層にセクションが表示されます。


セクションのMoveコマンドを使用した移動

Moveコマンドを使用して、セクションを移動するには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で、移動するセクションを選択し、次のいずれかを実行します。

	
サイト階層の選択したセクションで、マウスを右クリックして、「Move this section」を選択します。


	
「Section」タブで、「Move」をクリックします。




「Move Section」ダイアログが表示されます。


	
セクションを移動するサイト階層の場所を選択し、適切な相対的な場所を選択します。

	
Before


	
After


	
As child of




「As child of」を選択した場合、セクションは選択されたセクションのサブセクションになります。


	
終了したら、「OK」をクリックします。




少し遅れて、サイト階層にセクションが表示されます。





2.5.5 セクション・プロパティの編集

「Section」タブで、サイト階層の選択したセクションのプロパティを表示および編集できます。次のプロパティを表示および変更できます。

	
Section ID: サイト階層(およびコンテンツ・サーバー)のセクションを一意に識別するセクションID。変更するとそのセクションをターゲットとするリンクが壊れてしまうため、このフィールドは通常無効化されています。


	
Section Label: セクションの名前。この名前は、サイト階層およびWebサイトのナビゲーション・メニューに表示されます(URLでは必ずしも必要ではありません)。必要に応じて、セクション・ラベルを変更できます。詳細は、「セクション名の変更」を参照してください。


	
Include in Navigation: このチェック・ボックスを選択すると、Webサイトのナビゲーション・メニューにセクションがリンクとして表示されます。詳細は、「Webサイトへのセクションの表示または非表示」を参照してください。


	
Contributor Only: このチェック・ボックスを選択すると、コントリビューション・モードの場合にのみセクションが表示されます。これは、コントリビュータと直接通信する場合や、公式に使用可能にする前にコンテンツをプレビューする場合などに便利です。詳細は、「コントリビュータ専用としてのセクションの指定」を参照してください。


	
Url Directory Name: サイトURLに表示されるセクションのディレクトリ名。たとえば、http://www.example.com/product1/index.htmというアドレスの場合、URLディレクトリ名はproduct1です。この値は、そのセクションへのパスベースのすべてのリンクにも使用されます。デフォルトでは、URLディレクトリ名はセクション・ラベルと同一ですが、必要に応じて別の値を使用できます。名前には、空白や特殊文字を含めないでください。詳細は、「セクションまたはページに関連付けられたURLの変更」を参照してください。


	
Url Page Name: Webサイト・アドレスの(このセクションに関連付けられている)プライマリ・ページを表すURL。URLページ名を指定しない場合、index.htmを使用してプライマリ・ページが表されます。詳細は、「セクションまたはページに関連付けられたURLの変更」を参照してください。


	
Maximum Age: このセクションのWebサイト・ページがキャッシュに残る最大時間(秒単位)。これにより、Site Studio Webサイトのパフォーマンスおよびセキュリティが向上します。詳細は、「セクションの最大経過時間の変更」を参照してください。








2.5.6 セクション名の変更

ラベルおよびその他の関連情報を変更することで、サイト階層のセクション名を変更できます。これらの設定は、「Section」プロパティで変更できます。

セクションの名前を変更するには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で、名前またはURL、あるいはその両方を変更するセクションを選択します。


	
「Section」タブで、「Section Label」に値を入力します。ラベルが、サイト階層およびWebサイトのナビゲーション・メニューに表示されます。


	
セクションに使用されているパスを変更するには、「Url Directory Name」に入力します。名前には、空白や特殊文字を含めないでください。「セクションまたはページに関連付けられたURLの変更」を参照してください。


	
キーボードで[Enter]を押すか、マネージャ内の別の場所をクリックします。








2.5.7 Webサイトへのセクションの表示または非表示

サイト階層内の各セクションは、特に除外しないかぎりは、Webサイトのナビゲーション・メニューにリンクとして表示されます。サイト・ナビゲーションにセクションを表示しない理由はいくつかあります。

	
新しいコンテンツの導入: Webサイトにセクションまたはページ・テンプレートを導入する際には、編集およびテストが完了するまで、公式に表示されないようにすることが必要な場合があります。サイト・ナビゲーションに含めないことが、これを実現する1つの方法です。

コンテンツを非表示にする別の方法は、セクションをコントリビューション・モードでのみ表示できるようにする(「コントリビュータ専用としてのセクションの指定」を参照)か、ワークフローを使用することです。


	
検索結果ページ: Site StudioのWebサイトで検索を行う際は、デザイナによって検索結果ページの表示セクションが指定されます。ただし、このセクションは、検索以外のコンテキストでの表示用ではないため、サイト・ナビゲーションでは非表示にする必要があります。


	
カスタム・エラー・ページ: Site Studioのカスタム・エラー機能を使用する場合、デザイナによってカスタム・エラー・ページの表示セクションが指定されます。ただし、このセクションは、エラー・メッセージの受信以外のコンテキストでの表示用ではないため、サイト・ナビゲーションでは非表示にする必要があります。詳細は、「エラー・ハンドラとしてのセクションの指定」を参照してください。




デフォルトでは、作成するセクションはサイト・ナビゲーションに含まれないため、リンクとして自動的にWebサイトに追加されません。サイト・ナビゲーションに含めるために、それらをマークする必要があります。サイト階層のセクションの可視ステータスは、アイコンで表示されます(図2-2)。


図2-2 セクションの表示と非表示のアイコン

[image: セクションの表示と非表示のアイコン]



Webサイトでセクションを表示または非表示にするには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で、表示または非表示にするセクションを選択し、次のいずれかを実行します。

	
サイト階層の選択したセクションで、マウスを右クリックして、「Include section in navigation」チェック・ボックスを選択または選択解除します。


	
「Section」タブで、「Include in Navigation」チェック・ボックスを選択または選択解除します。







少し遅れてサイト階層のセクション・アイコンが更新され、可視ステータスを反映します(図2-2)。





2.5.8 コントリビュータ専用としてのセクションの指定

サイトがコントリビューション・モードで表示された場合にのみ、サイトのセクションが表示されるように指定できます。コントリビュータ専用セクションの作成は、コントリビュータと直接通信する場合や、公式に使用可能にする前にコンテンツをプレビューする場合などに便利です。

セクションをコントリビュータ専用として指定するには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
コントリビュータ専用として指定するサイト階層のセクションを選択します。


	
「Section」タブで、「Contributor Only」チェック・ボックスを選択します。




コントリビューション・モードでのみ表示される場合でも、サイト・ナビゲーションにセクションが含まれていることの確認が必要な場合があります(「Webサイトへのセクションの表示または非表示」を参照)。





2.5.9 エラー・ハンドラとしてのセクションの指定

様々な状況で、サイトへのビジターまたはコントリビュータに、コンテンツ・サーバーで生成されたエラー・メッセージが表示される場合があります。ユーザーにエラー・メッセージが表示される一般的な例には、ファイルがリクエストされているセクションにセカンダリ・ページがない状況や、サイトからファイル(コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント)が削除されているがハイパーリンクがそのファイルを指している場合が含まれます。ユーザーにこのようなタイプのエラーが表示されるのを防ぐために、サイトのデザイナは、カスタム・エラー・ページを作成できます。マネージャ(またはデザイナ)は、サイトのセクションがエラー・ハンドラとして機能するように指定し、そのセクションにエラー・ページを割り当てることができます。

セクションをエラー・ハンドラとして指定するには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で、エラー・ハンドラとして指定するセクションを選択し、次のいずれかを実行します。

	
サイト階層の選択したセクションで、マウスを右クリックして、「Set section as error handler」チェック・ボックスを選択します。


	
「Section」タブで、「error handler」リンクをクリックします。





	
少し遅れてサイト階層のセクション・アイコンが更新され、エラー・ハンドラのステータスを反映します(図2-3)。


図2-3 エラー・ハンドラ・アイコン

[image: エラー・ハンドラ・アイコン]



	
指定されたセクション・アイコンがサイト階層で選択されていることを確認し、「Page Template」タブを開きます。


	
「Preview page template」の隣で、カスタム・エラー・ページのページ・テンプレートを選択して、「Apply」をクリックします。




セクションをエラー・ハンドラとして指定したら、そのセクションをサイト・ナビゲーションに含めないでください(「Webサイトへのセクションの表示または非表示」を参照)。




	
注意:

マネージャでは、ホームページをエラー・ハンドラ・ページとして設定できます。デザイナではこれは不可能であるため、デザイナを使用して設定を解除することはできません。











2.5.10 セクションまたはページに関連付けられたURLの変更

セクション(またはページ)に関連付けられたURLは、このセクションを完全なWebアドレスで表したものです。たとえば、http://www.example.com/product1/index.htmというアドレスの場合、セクションに関連付けられたURLはproduct1、ページに関連付けられたURLはindex.htmです。この値は、そのセクションへのパスベースのすべてのリンクにも使用されます。値には、空白または特殊文字を含めないでください。

セクションまたはページに関連付けられたURLを変更するには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で、名前またはURL、あるいはその両方を変更するセクションを選択します。


	
「Section」タブが開いていることを確認します。

Webサイト・アドレスのこのセクションを表すURLを変更するには、「Url Directory Name」に値を入力します。デフォルトでは、URLディレクトリ名はセクション・ラベルと同一ですが、必要に応じて別の値を使用できます。

Webサイト・アドレスの(このセクションに関連付けられている)プライマリ・ページを表すURLを変更するには、「Url Page Name」に値を入力します。URLページ名を指定しない場合、index.htmを使用してプライマリ・ページが表されます。


	
キーボードで[Enter]を押すか、マネージャ内の別の場所をクリックします。







	
注意:

セカンダリ・ページに使用される名前は、表示されるファイル(コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント)のコンテンツID(dDocName)です。この値の変更の詳細は、サイト・デザイナに問い合せてください。











2.5.11 セクションの最大経過時間の変更

Site StudioのWebサイトのパフォーマンスおよびセキュリティを向上させる方法の1つは、サーバーにリバース・プロキシ・キャッシュを実装することです。サーバーとユーザーの間にキャッシュを配置することで、ビジー状態になる可能性のあるサーバーにかかる負荷が減ります。組織にそのような設定がある場合は、マネージャを使用して、特定のページがキャッシュに残される最大の時間を指定できます。

セクションの最大経過時間を変更するには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で最大経過時間を変更するセクションを選択します。


	
「Section」タブが開いていることを確認します。

「Maximum Age」に値(秒単位)を入力します。最大経過時間を指定しない場合、ファイルは永久にキャッシュに残ります。


	
キーボードで[Enter]を押すか、マネージャ内の別の場所をクリックします。








2.5.12 カスタム・プロパティの変更

サイトにカスタム・プロパティがある場合は、マネージャに追加の「Custom Properties」タブが表示されます。これらのプロパティはサイトのデザイナにより作成され、通常は、特定のサイトまたはコンテンツ・サーバーの関連サイトに適用されます。サイト・マネージャは、セクション・プロパティの値の追加や削除はできず、編集のみが可能です。

カスタム・プロパティを使用すると、サイトの各セクションに異なる値を指定できるため、サイトでそのセクションがどのように表示されるか、またはどのように機能するかを決定できます(デザイナは、それらの値を読み取り、特定のコマンドを実行するフラグメントを作成できます)。

カスタム・プロパティを変更するには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層でカスタム・プロパティを表示または変更するセクションを選択します。


	
「Custom Properties」タブを開きます。


	
各カスタム・プロパティに必要な値を入力します。


	
キーボードで[Enter]を押すか、マネージャ内の別の場所をクリックします。







	
注意:

カスタム・プロパティの正しい使用方法については、サイト・デザイナに問い合せてください。











2.5.13 ページ・テンプレートのプレビュー

サイトを管理する際、頻繁に実行するタスクはページ・テンプレートのプレビューです。ページ・テンプレートのプレビューは、セクションに最適なページ・テンプレートの決定、サイト階層またはセクション・プロパティに対する変更のプレビューなどに便利です。

ページ・テンプレートをプレビューするには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
プライマリ・ページをプレビューするには、「Page Template」タブを開きます。

セカンダリ・ページをプレビューするには、「Secondary Page Template」タブを開きます。


	
「Preview page template」の隣で、メニューをクリックして、目的のページ・テンプレートを選択します。

選択したページ・テンプレートが、プレビュー領域に表示されます。








2.5.14 セクションへのプライマリ・ページの割当て

サイト階層の各セクションには、そのセクションのデフォルト・ページまたは最初のページとして機能する、プライマリ・ページ(または外部URL)が指定されている必要があります。各セクションに一意のページ・テンプレートを割り当てることも、複数のセクションに同じページ・テンプレートを再利用することもできます。

セクションにプライマリ・ページを割り当てるには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
プライマリ・ページを割り当てるサイト階層のセクションを選択します。


	
「Page Template」タブを開きます。


	
「Preview page template」の隣で、メニューをクリックして、リストから目的のページ・テンプレートを選択します。


	
「Apply」をクリックします。

選択したページ・テンプレートが、プレビュー領域に表示されます。




サイトにホームページを追加するには、サイト階層(Home)でサイトのルートを選択し、プライマリ・ページを割り当てます。プライマリ・ページを使用する方法のかわりに、セクションに使用する外部URLを指定できます(「セクションへの外部URLの割当て」を参照)。





2.5.15 セクションへの外部URLの割当て

セクションにプライマリ・ページを割り当てるかわりに、外部URLを割り当てることもできます。これにより、セクションにはページ・テンプレートのかわりに、別のWebサイトのWebページが使用されます。セクションのビジターは、指定したWebページのURLに送られます。

セクションに外部URLを割り当てるには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
外部URLを割り当てるサイト階層のセクションを選択します。


	
「Page Template」タブを開きます。


	
「Preview page template」の隣で、メニューをクリックして、「Choose External URL...」を選択します。

「Choose External URL」ダイアログが表示されます。


	
サイトのそのセクションに使用するWebアドレスを指定します。


	
「OK」をクリックします。

指定したWebページが、プレビュー領域に表示されます。




外部URLの使用は、パートナ・サイトや同じ組織内の部門レベルのサイトへのリンクに便利です。外部URLをプライマリ・ページに割り当てることはできますが、セカンダリ・ページには割り当てられません。





2.5.16 セクションへのセカンダリ・ページの割当て

コントリビュータがWebサイトのある部分にファイル(コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント)を追加する場合、サイト階層の各セクションにはセカンダリ・ページが必要です。セカンダリ・ページはそれらのファイルの背景のような機能を果し、コントリビュータがWebサイトにさらにページを追加できるようにします。各セクションに一意のページ・テンプレートを割り当てることも、複数のセクションに同じページ・テンプレートを再利用することもできます。

セクションにセカンダリ・ページを割り当てるには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
セカンダリ・ページを割り当てるサイト階層のセクションを選択します。


	
「Secondary Page Template」タブを開きます。


	
「Preview page template」の隣で、メニューをクリックして、リストから目的のページ・テンプレートを選択します。




	
「Apply」をクリックします。

選択したページ・テンプレートが、プレビュー領域に表示されます。



	
注意:

サイト階層のルート(ホームページ以外)にセカンダリ・ページを追加できます。これを実行するには、「Site Hierarchy」ペイン(Home)でサイトのルートを選択し、セカンダリ・ページを割り当てます。












2.5.17 セクションからのページ・テンプレートの削除

セクションに割り当てられたページ・テンプレートを削除できます。ページ・テンプレートを削除するとセクションへの割当ても削除されますが、通常は、その他のセクションやコンテンツ・サーバーからは削除されません。

セクションからページ・テンプレートを削除するには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層でページ・テンプレートを削除するセクションを選択します。


	
プライマリ・ページを削除するには、「Page Template」タブを開きます。

セカンダリ・ページを削除するには、「Secondary Page Template」タブを開きます。


	
ページ・テンプレートの隣で、「clear」をクリックします。

割り当てられたページ・テンプレートがない状態でページがリフレッシュされます。








2.5.18 ページ・テンプレートのコンテンツ情報ページの表示

割り当てられているメタデータや作成者などを確認するために、プライマリまたはセカンダリ・ページ・テンプレートのコンテンツ情報の表示が必要になる場合があります。

ページ・テンプレートのコンテンツ情報ページを表示するには、次の手順を実行します。

	
Site Studioマネージャ・アプリケーションを起動します(「Site Studioマネージャの起動」を参照)。


	
プライマリ・ページの場合は、「Page Template」タブを開きます。

セカンダリ・ページの場合は、「Secondary Page Template」タブを開きます。


	
ページ・テンプレートの隣にある情報アイコン(図2-4)をクリックします。





図2-4 情報アイコン

[image: 情報]



ページ・テンプレートに割り当てられているメタデータの表示や更新が可能な、コンテンツ・サーバーの標準コンテンツ情報ページに移動します。







2.6 Webサイトの開始および停止

サイト・マネージャは、時にサイトを停止したり、再び使用できるようにサイトをリストアしたりする必要があります。現在実行中で使用可能なサイトは、「Manage Web Sites」ページ(「「Manage Web Sites」ページ」を参照)の「Web Sites」領域でヘッダー「Running Web Sites」の下にリストされています。停止中のWebサイトは、「Stopped Web Sites」の下にリストされています。

Webサイトを開始または停止するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「Manage Web Sites」をクリックします。

「Manage Web Sites」ページが表示されます(「「Manage Web Sites」ページ」を参照)。


	
サイトを選択し、「Start Web Site」または「Stop Web Site」のいずれかをクリックします。








2.7 Webサイトのリロード

サイトを開始または停止した場合、実行中および停止中のWebサイトのリストを時折リフレッシュして現在のステータスを反映する必要があります。

すべてのWebサイトをリロードするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「Manage Web Sites」をクリックします。

「Manage Web Sites」ページが表示されます(「「Manage Web Sites」ページ」を参照)。


	
「Reload Web Sites」をクリックします。








2.8 オンデマンドWebサイト

Site Studio管理者が、オンデマンド用としてWebサイトをマークできるようになりました。オンデマンドWebサイトとしてマークされたWebサイトは、サイトをロードするリクエストが受信されるまで、コンテンツ・サーバーのメモリーにロードされません。これにより、コンテンツ・サーバー起動時のロード時間が短縮されます。

「Manage Web Sites」ページに「On-Demand Web Sites」ボタンがあります。このボタンを使用してページを開き、そこでサイトをオンデマンド・サイトとしてマークできます。オンデマンド用としてリストされたサイトは、ユーザーが最初にアクセスするとき、表示されるまでにわずかに時間がかかります。

「Manage On-Demand Web Site」ページ(「「Manage On-Demand Web Site」ページ」を参照)でオンデマンドとしてマークされたサイトでは、サイトに関連付けられたURLを解決するために十分な情報のみがロードされます。多数のWebサイトを実行する場合は、サーバーの起動時にメモリーにロードするサイトを減らすことで起動時間を短縮できます。

オンデマンド用のサイトは、サーバーで最初にリクエストされたときにはロードに少し時間がかかります。プロジェクト・ファイルを完全にロードする必要があるためです。コンテンツ・サーバーからサイトをリクエストすることにより、オンデマンド・サイトは完全にロードされます。

サイトがいったんコンテンツ・サーバーにロードされると、ロードされた状態を保ちます。

ここでは次の内容について説明します。

	
「Oracle Content ServerインタフェースでのオンデマンドWebサイトの操作」


	
「デザイナでのオンデマンドWebサイトの操作」






2.8.1 Oracle Content ServerインタフェースでのオンデマンドWebサイトの操作

「Site Studio Administration」ページで「Manage Web Sites」を選択します。

	
「Site Studio Administration」ページで「Manage Web Sites」を選択します。

「Manage Web Sites」ページが表示されます(詳細は「「Manage Web Sites」ページ」を参照)。


	
「Manage On-Demand Web Sites」をクリックします。

「Manage On-Demand Web Sites」ページが表示されます(詳細は「「Manage On-Demand Web Sites」ページ」を参照)。

オンデマンドでロードするWebサイトのチェック・ボックスを選択し、「Update」をクリックします。








2.8.2 デザイナでのオンデマンドWebサイトの操作

Webサイトがオンデマンドとしてマークされているとき、Webサイトがロードされなくても、それらのサイトのアドレスはSite Studioデザイナの「Connection Manager」に表示されます。「Connection Manager」でのアドレスの表示によって、サーバーにWebサイトがロードされることはありません。

ただし、デザイナがサイトを変更しようとしてSite Studioデザイナで開くと、Webサイトはロードされます。オンデマンドとしてマークするサイトを選択するときには、この動作に注意する必要があります。










3 Webサイト・アドレスの管理


概要

	
「Webサイト・アドレスの概要」





タスク

	
「Webサイト・アドレスの追加」


	
「デフォルトのWebアドレスの選択および選択解除」


	
「Webサイト・アドレスの削除」






3.1 Webサイト・アドレスの概要

Site Studioは、フォルダ・アドレスやドメイン・アドレスまたはこれらの組合せを使用してWebサイトを識別します。管理者は、特定のWebサイトにマップするためにドメイン、フォルダまたは2つの組合せを指定できます。

フォルダ・アドレスを使用するフォルダベース・サイトでは、サイトを識別するためにフォルダのみが使用されます。たとえば、www.example.com/SiteStudioです。フォルダSiteStudioによってドメイン上の特定のサイトが識別されます。

ドメインベース・サイトではドメインを使用してサイトが識別されます。たとえば、www.example.comまたはsales.example.comです。ドメインによってサイトが識別されます。

2つの組合せではドメインとフォルダ(1つまたは任意の数)が使用されます。一般的な例としては、www.example.com/en/またはwww.example.com/fr/のように言語フォルダが使用されます。

コンテンツ・サーバー上の「Site Studio Administration」ページのSite Studio Webサイトに対するWebサイト・アドレスを設定できます。

ドメイン・アドレスには、追加のDNS構成が必要であり、この構成はサイト・マネージャまたはサイト管理者が実行する必要があります。





3.2 Webサイト・アドレスの追加

サイトにアクセスする際には、通常、フォルダ・アドレスよりもドメイン・アドレスのほうが容易に記憶できます。ドメイン・アドレスを追加すると、サイトにアクセスしやすくなります。

Webサイト・アドレスを追加するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
Manage Web Site Addressesをクリックします。

「Web Site Addresses」ページが表示されます(「「Web Site Addresses」ページ」を参照)。




	
注意:

Site Studioデザイナの「Sites Address」ダイアログを使用して、ドメイン・アドレスを構成できます。








	
Webサイトを選択し、アドレスを追加します。ドメイン・アドレスを入力するとき、接続方式(たとえば、http://またはhttps://)は入力しないでください。


	
「Add」をクリックします。

ページの上部にWebサイト・アドレスが表示されます。








3.3 デフォルトのWebアドレスの選択および選択解除

WebサイトのWebアドレスを入力すると、指定されたWebサイトのデフォルトのWebアドレスを選択でき、既存のデフォルトのWebアドレスをデフォルトから削除できます。デフォルトのWebアドレスは、Site StudioでWebサイトのリストを表示する際に、最初に表示されるアドレスです。


デフォルトのWebアドレスの選択

Webサイト・アドレスをデフォルトにするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。


	
Manage Web Site Addressesをクリックします。

「Web Site Addresses」ページが表示されます(「「Web Site Addresses」ページ」を参照)。Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
Webサイト・アドレスのリストで、アドレスの隣のアクション・アイコンをクリックします。


	
メニューから、「Select as Default Web Address」を選択します。

デフォルトのWebアドレスが太字で表示されます。





デフォルトのWebアドレスの選択解除

デフォルトとして選択したWebサイト・アドレスを解除するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
Manage Web Site Addressesをクリックします。

「Web Site Addresses」ページが表示されます(「「Web Site Addresses」ページ」を参照)。


	
Webサイト・アドレスのリストで、アドレスの隣のアクション・アイコンをクリックします。


	
メニューから、「Deselect as Default Web Address」を選択します。

デフォルトのWebアドレスが太字で表示されなくなります。








3.4 Webサイト・アドレスの削除

Webサイト・アドレスを使用しなくなった場合は、削除できます。

Webサイト・アドレスを削除するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
Manage Web Site Addressesをクリックします。

「Web Site Addresses」ページが表示されます(「「Web Site Addresses」ページ」を参照)。


	
Webサイト・アドレスのリストで、削除するアドレスの隣のアクション・アイコンをクリックします。


	
メニューから、「Remove Site Address」を選択します。

Webサイト・アドレスがリストに表示されなくなります。











4 フラグメント・ライブラリの管理


概要

	
「フラグメント・ライブラリの概要」





タスク

	
「サーバー上へのフラグメント・ライブラリのデプロイ」


	
「サーバー上でのJSPフラグメントの構成」






4.1 フラグメント・ライブラリの概要

フラグメントは、単一行のテキスト(おそらく、企業の著作権の記述)またはクライアント側およびサーバー側アクションを実行するスクリプトの複合的なコレクション(JavaScriptベースのメニューなど)です。

フラグメントは、複数のWebサイトで使用できるライブラリにコンパイルされます。フラグメント・ライブラリは、[CS-Dir]\weblayout\fragmentsディレクトリにあり、Webサイトで使用できます。これらは、Site Studioのインストールの際、デフォルトでこの場所にデプロイされます。ただし、手動でフラグメント・ライブラリをコンテンツ・サーバーにチェックインする場合には、この場所にデプロイする必要があります。





4.2 サーバー上へのフラグメント・ライブラリのデプロイ

フラグメント・ライブラリをコンテンツ・サーバーにチェックイン済で、サイトで使用できる適切なディレクトリにはデプロイしていない場合、コンテンツ・サーバーの「Site Studio Administration」セクションでフラグメントをデプロイできます。

サーバーにフラグメント・ライブラリをデプロイするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「Manage Fragment Libraries」をクリックします。

「Manage Fragment Libraries」ページが表示されます(「「Manage Fragment Libraries」ページ」を参照)。


	
デプロイするフラグメント・ライブラリを選択します。


	
「Deploy Fragment Library」をクリックします。

フラグメント・ライブラリは、コンテンツ・サーバー上の[CS-Dir]\weblayout\fragmentsディレクトリにデプロイされます。これが終了すると、ページがリフレッシュされ、「Deploy Fragment Library」ボタンが再び無効化されます(別のライブラリを選択するまで)。

これらの手順は、デザイナ・アプリケーションのUpload Fragment Library/Download Fragment Library機能を使用しても実行できます。詳細は、『Oracle WebCenter Content Site Studio Designerユーザーズ・ガイド』を参照してください。








4.3 サーバー上でのJSPフラグメントの構成

Site Studioコンポーネントのインストール後に、コンテンツ・サーバー内のJSP対応のグループにグループを追加する場合は、JSPサポート・ファイルを再デプロイ(抽出)して、Site Studio JSPフラグメントが正常に動作するようにする必要があります。

サーバーにJSPフラグメントを構成するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「Manage Fragment Libraries」をクリックします。

「Manage Fragment Libraries」ページが表示されます(「「Manage Fragment Libraries」ページ」を参照)。


	
「Configure JSP Support」をクリックします。

必要なサポート・ファイルが、コンテンツ・サーバー上の適切な場所に抽出されます。








4.4 コントリビュータJavaScriptの圧縮

コントリビュータがWebサイトに加えた変更を、コントリビュータ・アプリケーションによってロードおよび適用するために、多くのJavaScriptが使用されています。JavaScriptは圧縮することができます。こうすると、Webサイトを提供する際のパフォーマンスが向上します。この圧縮では、スペースや改行が削除され、長い変数名が1文字に変換されます。その後、すべてのJavaScriptが連結されます。

コントリビュータJavaScriptを圧縮するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「Manage Fragment Libraries」をクリックします。

「Manage Fragment Libraries」ページが表示されます(「「Manage Fragment Libraries」ページ」を参照)。


	
「Compress Contributor JavaScript」をクリックします。

JavaScriptファイルが圧縮および連結されてから、コンテンツ・サーバーに配置されます。











5 デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定


概要

	
「デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の概要」





タスク

	
「デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定」






5.1 デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の概要

デザイナでWebサイトを作成する場合、Site StudioでXMLベースのプロジェクト・ファイルが生成され、指定されたメタデータ値でコンテンツ・サーバーにチェックインされます。デフォルトのドキュメント情報で、自動的に入力されるフィールドを指定します。

デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報は、Webサイト・セクションへの入力を簡単にし、それらをグループ化してコンテンツ・サーバーで使用しやすくするために役立ちます。





5.2 デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定

デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報を入力するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「Set Default Project Document Information」をクリックします。

「Set Default Project Document Information」ページが表示されます(「「Set Default Project Document Information」ページ」を参照)。


	
デフォルト値の情報を、適切なフィールドに入力します。すべての必須メタデータ・フィールドには、赤いフィールド・ラベルが表示されます。デフォルト情報が不要なフィールドまたは入力してはいけないフィールドは、空白のままにします。


	
「Update」をクリックします(ページの下部)。











6 サイト・レプリケーションの管理


概要

	
「サイト・レプリケーションの概要」


	
「レプリケーション・プロセス」


	
「レプリケートの内容」


	
「含まれるリビジョン」


	
「追加のエクスポート設定」





タスク

	
「レプリケーション用のターゲット・サーバーの構成」


	
「ソース・サーバー上での送信プロバイダの設定」


	
「ターゲット・サーバー上でのインポート・アーカイブの設定」


	
「ソース・サーバー上でのエクスポート・アーカイブの設定」


	
「サイト・レプリケーションの開始」


	
「「Ready to Replicate」の設定」






6.1 サイト・レプリケーションの概要

レプリケーションをよく理解するためには、関連する用語およびプロセスについて知る必要があります。Site Studioでのサイトのレプリケーションは、コンテンツ・サーバーのアーカイバ/レプリケータ・ツールに依存しているため、詳細はコンテンツ・サーバーのドキュメントで参照できます。

サイトをレプリケートするには、サイトがコピー先のサーバー(ターゲット・サーバー)上で正常に動作するように手順を実行する必要があります。サーバー環境を準備し、2つのサーバーが互いに通信できるように構成し、両方のサーバーにアーカイブを設定してから、最後に実際のレプリケーションを実行します。

レプリケーション機能の多くは、コンテンツ・サーバーの「Manage Site Replication」ページにありますが、Site Studioレプリケータ・ツールを使用してレプリケーションをさらにカスタマイズすることもできます。Site Studioレプリケータは、Site Studioデザイナとともにインストールされ、4つの部分で構成されるウィザードです。デザイナとともにインストールされるレプリケータの詳細は、『Oracle WebCenter Content Site Studio Designerユーザーズ・ガイド』を参照してください。

サイトをレプリケートする際は、サイト階層、ページ・テンプレート、フラグメント、コントリビュータ・データファイル、ネイティブ・ドキュメント、サイト・アセットなどをコピーします。Site Studioのレプリケーション機能では、コンテンツ・サーバーの既存のレプリケーション・フレームワーク(アーカイバ/レプリケータ)を使用します。





6.2 レプリケーション・プロセス

Site Studioのレプリケーション・プロセスには、ソース・サーバー、ターゲット・サーバー、エクスポート・アーカイブ、インポート・アーカイブおよび転送があります。


図6-1 レプリケーション・プロセス

[image: 図6-1の説明が続きます]

「図6-1 レプリケーション・プロセス」の説明





	
エクスポート: ネイティブ・ファイル、Web表示可能ファイル、コンテンツ・タイプおよびユーザー属性が、ソース・コンテンツ・サーバーからエクスポート・アーカイブにコピーされます。


	
インポート: ファイルおよびコンテンツ・サーバー情報が、インポート・アーカイブからターゲット・コンテンツ・サーバーにコピーされます。


	
転送: コンテンツが、コンテンツ・サーバー間で転送されます。この機能を使用して、ファイアウォールを越えて、または同一のファイルシステムにアクセスできない2つのサーバー間でコンテンツをコピーできます。同一のファイルシステムにアクセスできる2つのコンテンツ・サーバー間でもアーカイブを転送できます。


	
レプリケート: エクスポート、インポートおよび転送ステップを自動化します。レプリケーションを使用して、コンテンツ・サーバーからのエクスポート、別のコンピュータへのアーカイブの転送、および別のコンテンツ・サーバーへのインポートを自動化できます。




コンテンツ・サーバーから別のサーバーにサイトをレプリケートすると、Site Studioレプリケーション機能により、サイトのコンテンツがエクスポート・アーカイブにエクスポートされます。このエクスポート・アーカイブのコンテンツは、その後、ターゲット・サーバーにあるインポート・アーカイブにコピーされます。インポート・アーカイブは、目的のサーバーに抽出され、サーバーでサイトの表示および使用が再び可能になります。

エクスポート・アーカイブをソース・サーバーに作成し、インポート・アーカイブをターゲット・サーバーに作成します。ただし、エクスポート・アーカイブの設定の際に指定先にできるように、先にインポート・アーカイブをターゲット・サーバー上に作成する必要があります。

レプリケーション・プロセスには、次の手順が含まれます。

	
「レプリケーション用のターゲット・サーバーの構成」


	
「ソース・サーバー上での送信プロバイダの設定」


	
「ターゲット・サーバー上でのインポート・アーカイブの設定」


	
「ソース・サーバー上でのエクスポート・アーカイブの設定」


	
「サイト・レプリケーションの開始」








6.3 レプリケートの内容

Site Studioレプリケーション機能を使用して、サイトをコンテンツ・サーバー間でレプリケートする場合、次のアイテムが含まれます。

	
プロジェクト・ファイル(プロジェクト・ファイルのdDocName)


	
WebサイトID(xWebsitesフィールドにサイトのサイトIDが含まれる)


	
Webサイト・セクション(xWebsiteSectionフィールドにサイトのサイトIDが含まれる)


	
フラグメント・ライブラリ(xWebsiteObjectTypeフィールドに値fragmentが含まれる)




サイトのコンテンツをレプリケートするために、xWebsites、xWebsiteSectionおよびxWebsiteObjectTypeのメタデータ値を、サイトで適切に使用する必要があります。





6.4 含まれるリビジョン

最新のエクスポート日付よりもリリース日付が後であるリビジョンがエクスポートされます。このため、エクスポート済のマテリアルはアーカイブからエクスポートされません。これにより、コンテンツの移行は1度のみとなり、アーカイブのサイズが無制限に増加するのを防ぐことができます。また、エクスポート問合せに一致するコンテンツの選択されたすべてのリビジョンが、アーカイブにエクスポートされます。これはリリース日付フィルタと連携して機能し、必要なWebサイト・コンテンツが確実にレプリケートされます。





6.5 追加のエクスポート設定

Site Studioレプリケーション機能には、サイトを正常にレプリケートするための、その他の便利な設定があります。

	
2つのコンテンツ・サーバー間でのメタデータ・モデルの同期化を予定している管理者のために、コンテンツの構成情報が含まれています。(Site Studioでは、この情報は使用されません。)


	
ソース・アーカイブは、転送所有者(ソース・アーカイブからターゲット・アーカイブへの転送を開始するコンテンツ・サーバー)として識別されます。


	
ターゲット・サーバー上のインポート・アーカイブは、ソース・サーバーからエクスポートおよび転送されるマテリアルを受信し、マテリアルをターゲット・サーバーにインポートするターゲット・アーカイブとして識別されます。








6.6 レプリケーション用のターゲット・サーバーの構成

Site Studioレプリケーション機能により、サイトがコンテンツ・サーバー間でコピーされます。ただし、コンテンツ・サーバー環境はソース・サーバーからターゲット・サーバーにコピーされません。

サイトをレプリケートする前に、ターゲット・サーバーのコンテンツ・サーバー環境が、ソース・サーバーと同様に設定されていることを確認する必要があります(少なくともサイトで使用する部分)。この手順を実行しないと、レプリケーション・プロセス中に、Webサイトで問題が発生します。

コンテンツ・サーバー環境を再現する手順は、組織およびWebサイトによって異なります。このため、ここでは一般的なガイドラインを説明します。

ターゲット・サーバー環境を手動で構成するには、次の手順を実行します。

	
ソース・サーバー上で使用しているメタデータ・モデルを再作成します。これには、すべてのカスタム・メタデータ・フィールドおよびファイル・フォーマットが含まれます。このメタデータは、サイトが適切に機能するために必要です。たとえば、通常、ファイルのチェックインはメタデータ設定に依存し、サイトの特定の機能はカスタム・メタデータ・フィールドに依存しています。


	
ソース・サーバーのサイトで使用されているすべてのコンポーネントを再インストールします。これには、Dynamic Converter(ネイティブ・ドキュメント用)およびCheck Out and Open(コントリビューション・アイコンを使用してネイティブ・ドキュメントをチェックアウトするため)が含まれます。


	
管理対象外リソースを再作成します。これには、サイトで使用されているカスタムActiveXコントロールまたはJSPオブジェクトが含まれます。


	
サーバーに導入した追加の構成設定を再作成します。これには、サーバーの動作を変更するすべてのものが含まれます。




Oracle Content Serverリリース7.5.2以降(10gR3を含む)を使用している場合、Oracle Content Serverの構成移行ユーティリティを使用してコンテンツ・サーバー環境をレプリケートできます。次に、送信プロバイダを設定します(「ソース・サーバー上での送信プロバイダの設定」を参照)。





6.7 ソース・サーバー上での送信プロバイダの設定

Oracle Content Serverのプロバイダとは、複数のコンテンツ・サーバー間で接続を確立するAPI (Application Program Interface)です。Webサイトをレプリケートするには、ソース・サーバー上に送信プロバイダを作成し、ソース・サーバーとターゲット・サーバー間の接続を確立する必要があります。

ターゲット・サーバーを構成すると(「レプリケーション用のターゲット・サーバーの構成」を参照)、ソース・サーバー上で送信プロバイダを設定できます。

ソース・サーバー上で送信プロバイダを設定するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Providers」をクリックします。

「Providers」ページが表示されます。


	
「Create a New Provider」の下で、「outgoing」プロバイダ・タイプの隣の「Add」をクリックします。

「Add Outgoing Provider」ページが表示されます。


	
次の情報を入力します。

	
Provider Name: プロバイダを識別する名前。この名前は、このページのプロバイダ・リストに(名前を追加した後に)表示され、ソース・サーバー上の[CS-Dir]/data/providersのサブディレクトリになります。


	
Provider Description: プロバイダのわかりやすい説明。


	
Provider Class: intradoc.provider.SocketOutgoingProvider (送信プロバイダのJavaクラスの名前)を入力します。


	
Connection Class: intradoc.provider.SocketOutgoingConnection (プロバイダ接続を実装するJavaクラスの名前)を入力します。


	
Configuration Class: 空白のままでかまいません(データベース・プロバイダにとって有用な、追加構成設定のJavaクラスを識別します)。


	
Server Host Name: ターゲット・サーバーの名前(通常は、システム名またはIPアドレス)。このホストにソケット接続します。


	
HTTP Server Address: 空白のままでかまいません(ターゲット・サーバーのHTTPアドレスで、このタイプの接続には不要です)。


	
Server Port: ターゲット・サーバーとの通信に使用するポート(通常は4444)。コンテンツ・サーバーを起動する際に、サーバー出力を表示してポートを確認できます。


	
Instance Name: ターゲット・コンテンツ・サーバーの名前(IDC_Name)。


	
Relative Web Root: ターゲット・コンテンツ・サーバーの相対的なWebルート(たとえば/root/)。このタイプの接続には必要ないため、残りの手順をスキップできます。





	
「Add」をクリックしてプロバイダ情報を保存し、「Providers」ページに戻ります。(プロバイダ・リストに送信プロバイダが表示されます。)


	
コンテンツ・サーバーを再起動します。




プロバイダをテストして、正常に設定されていることを確認するには、「Providers」ページに戻り、「outgoing provider」の隣の「Test」をクリックします。

ソース・サーバーがターゲット・サーバーと通信できるように、送信プロバイダの設定に加えて、さらにターゲット・システムでサーバーIPアドレス・フィルタを構成する必要があります(詳細は、Content Serverのドキュメントを参照してください)。

ファイアウォールがある場合、手順4で定義したポート上でソース・サーバーからターゲット・サーバーへの通信を許可する必要があります。

次に、インポート・アーカイブを作成します(「ターゲット・サーバー上でのインポート・アーカイブの設定」を参照)。





6.8 ターゲット・サーバー上でのインポート・アーカイブの設定

インポート・アーカイブはターゲット・コンテンツ・サーバー上にあります。レプリケーション中に、(ソース・サーバー上にある)エクスポート・アーカイブのコンテンツは、インポート・アーカイブにコピーされます。次に、インポート・アーカイブのコンテンツがターゲット・コンテンツ・サーバーにコピーされると、レプリケーション・プロセスが終了します。

プロバイダ接続を設定すると(「ソース・サーバー上での送信プロバイダの設定」を参照)、インポート・アーカイブを作成できます。ターゲット・サーバー上の「Manage Site Replication」ページで、インポート・アーカイブを作成(または編集)します。

インポート・アーカイブを設定するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「Manage Site Replication」をクリックします。

「Manage Site Replication」ページが表示されます(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)。




	
「Add Import Archive...」をクリックします。

「Add Import Archive」ページが表示されます(「「Add Import Archive」ページ」を参照)。

または、既存のインポート・アーカイブを更新する場合には、アーカイブのリストで選択して「Change Settings...」をクリックします。


	
「Archive Name」フィールドにアーカイブの名前を入力します。この名前は、「Manage Site Replication」ページの使用可能なアーカイブのリストに表示されます。アーカイブ名には、空白や特殊文字を含めないでください。


	
「Archive Description」フィールドにアーカイブの説明を入力します。


	
コントリビュータがターゲット・サイトの各リージョンに割り当てるコンテンツを保持するには、「Retain switched region content on target server during import」チェック・ボックスを選択します。

これは、コントリビュータが、リージョンに最初に割り当てられたコントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメントを切り替えた領域です。

通常、開発サーバー(ソース)からコントリビューション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合は、切り替えられたリージョン・コンテンツを保持します。このシナリオでは、コントリビュータによる変更を維持するためです。

コントリビューション・サーバー(ソース)から消費サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合は、このオプションを無効化することがあります。このシナリオでは、消費サーバー上の変更を上書きするためです。


	
コントリビュータがターゲット・サイトの各リージョンで編集するコンテンツを保持するには、「Retain region content on target server during import」チェック・ボックスを選択します。

これにより、コントリビュータが編集したファイルを上書きする可能性のあるコントリビュータ・データファイルおよびネイティブ・ドキュメントが、ソース・サーバーからターゲット・サーバーにコピーされなくなります。

通常、開発サーバー(ソース)からコントリビューション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合、リージョン・コンテンツを保持します。このシナリオでは、コントリビュータによる変更を保持するためです。

コントリビューション・サーバー(ソース)から消費サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合は、このオプションを無効化することがあります。このシナリオでは、消費サーバー上の変更を上書きするためです。


	
「Add Archive」をクリックします。

または、既存のインポート・アーカイブを更新する場合は、「Update」をクリックします。




次に、エクスポート・アーカイブを作成します(「ソース・サーバー上でのエクスポート・アーカイブの設定」を参照)。





6.9 ソース・サーバー上でのエクスポート・アーカイブの設定

エクスポート・アーカイブは、ソース・コンテンツ・サーバー上にあり、Webサイトの情報を収集します。レプリケーション中に、エクスポート・アーカイブは、ターゲット・サーバー上にあるインポート・アーカイブにコピーされます。(エクスポート・アーカイブを作成する際に指定できるように、先にインポート・アーカイブを作成する必要があります。)

インポート・アーカイブを作成すると(「ターゲット・サーバー上でのインポート・アーカイブの設定」を参照)、エクスポート・アーカイブを作成できます。ソース・サーバー上の「Manage Site Replication」ページを使用して、エクスポート・アーカイブを作成(または編集)できます。

エクスポート・アーカイブを設定するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「Manage Site Replication」をクリックします。

「Manage Site Replication」ページが表示されます(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)。


	
「Add Export Archive」をクリックします。

「Add Export Archive」ページが表示されます(「「Add Export Archive」ページ」を参照)。

または、既存のエクスポート・アーカイブを更新する場合には、アーカイブのリストで選択して「Change Settings...」をクリックします。


	
「Archive Name」フィールドにアーカイブの名前を入力します。この名前は、「Manage Site Replication」ページの使用可能なアーカイブのリストに表示されます。アーカイブ名には、空白や特殊文字を含めないでください。


	
「Archive Description」フィールドにアーカイブの説明を入力します。


	
「Web Site」メニューで、レプリケートするWebサイトを選択します。


	
サイト階層全体をレプリケートするには、「Include project file in export archive」チェック・ボックスを選択します。

サイト階層全体をレプリケートするかわりに、個別のセクションをレプリケートする場合は、このチェック・ボックスの選択を解除して次の手順に進み、Site Studioレプリケータ・ツールを使用します(『Oracle WebCenter Content Site Studio Designerユーザーズ・ガイド』を参照)。


	
「Transfer to Collection」で、このアーカイブのコピー先のターゲット・コンテンツ・サーバー上にあるコレクションを選択します。

「Open Collection...」をクリックし、ターゲット・サーバー上のコレクションを参照して選択します。


	
「Transfer to Archive」で、このエクスポート・アーカイブのコピー先のターゲット・サーバー上にあるアーカイブを選択します(「ターゲット・サーバー上でのインポート・アーカイブの設定」を参照)。


	
ソース・サーバー上のコンテンツが変更された際に、常にレプリケーション・プロセスを自動的に開始する場合は、「Automatically export new and changed content」チェック・ボックスを選択します。(このオプションを有効化しない場合、手動でレプリケーションをトリガーする必要があります。)


	
「Add Archive」をクリックします。

または、既存のエクスポート・アーカイブを更新する場合は、「Update」をクリックします。




エクスポート・アーカイブのためのWebサイトを選択すると、Site Studioでは、サイトに関連するすべてのものをアーカイブおよびレプリケートします(「レプリケートの内容」を参照)。アーカイブされる内容をカスタマイズしたり、アーカイブにアイテムを追加したりするため、コンテンツ・サーバー上のアーカイバ・アプレットを使用して、直接アーカイブ問合せを絞り込むことができます。

次に、レプリケーションを開始します(「サイト・レプリケーションの開始」を参照)。

Site Studioレプリケータを使用してサイトの個別のセクションをレプリケートする場合は、次にSite Studioレプリケータ・ツールを起動します(『Oracle WebCenter Content Site Studio Designerユーザーズ・ガイド』を参照)。





6.10 サイト・レプリケーションの開始

エクスポート・アーカイブを設定すると(「ソース・サーバー上でのエクスポート・アーカイブの設定」を参照)、「Manage Site Replication」ページを使用して、ソース・サーバーでレプリケーション・プロセスを開始できます。

Webサイトをレプリケートするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。


	
「Manage Site Replication」をクリックします。

「Manage Site Replication」ページが表示されます(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)。


	
エクスポート・アーカイブを選択します。


	
「Export」をクリックします。




新しいコンテンツおよび変更されたコンテンツの自動エクスポートを選択した場合(「ソース・サーバー上でのエクスポート・アーカイブの設定」を参照)、アーカイブのエクスポート後に、レプリケーション・プロセスが自動的に開始されます。

サイトのサイズおよび複雑さによっては、レプリケーションの終了後、ターゲット・コンテンツ・サーバーでサイトが再度索引化されるまでに、かなりの時間が必要です。





6.11 「Ready to Replicate」の設定

Site Studioを使用すると、コントリビュータがコントリビュータ・データファイルの変更や新しいデータファイルでの置換を行うことができます。ただし、ページがレプリケートされる前に、新しいコントリビュータ・ファイルのレプリケート準備が整っていることをマネージャが確認できます。

Webサイトの各セクションとホームページのセクション・プロパティに「Ready to Replicate」フィールドがある場合に、デザイナがデザイナ・アプリケーションでセクション・プロパティを有効にします。デザイナでの「Ready to Replicate」の有効化の詳細は、『Oracle WebCenter Content Site Studio Designerユーザーズ・ガイド』を参照してください。

「Ready to Replicate」がいったん有効になると、マネージャが、セクション(あるいはセクション内のプライマリ・ページまたはセカンダリ・ページ)をレプリケートできるかどうかを決定できます。さらに重要なのは、プレースホルダのコンテンツ・ファイルが変更されると常に、セクションのステータスが「Replicate」(図6-2)から「Don't Replicate」(図6-3)に変化することです。


図6-2 レプリケーション対象としてマークされたページ

[image: ページがレプリケートされることを示すコントリビューション・バー。]




図6-3 レプリケーション対象外としてマークされたページ

[image: 図6-3の説明は周囲のテキストを参照。]



コントリビュータが各ケースでコントリビュータ・データファイルを変更したり新しい空のファイルを作成したりできるため、マネージャがレプリケーションを管理して、新しいファイルの作成によって空白のページが生成されないようにします。コントリビュータ・データファイルが変更されるたびに、変更を行ったユーザーのセキュリティ・レベルにかかわらず、そのページは「Don't Replicate」とマークされます。

デザイナも、セクションをレプリケーション対象としてマークしたり、レプリケーションを行わないようにしたりできます。これには、該当する「Ready to Replicate」セクション・プロパティのフィールド値をデザイナ・アプリケーションで設定します。ただし、レプリケーションに関連するすべてのタスクはマネージャが処理します。「Don't Replicate」とマークされたページのレビューも行います。








7 Webサイトのバックアップおよびリストア


概要

	
「バックアップとリストアの概要」





タスク

	
「サイトのバックアップ」


	
「サイトのリストア」


	
「サーバー構成の詳細の表示」






7.1 バックアップとリストアの概要

Site Studioでは、コンテンツ・サーバーの「Site Studio Administration」ページにバックアップおよびリストア機能があり、この機能を使用して、いつでもサイトのバックアップを(単一のZIPファイルとして)作成し、そのバックアップをリストアできます。サイトのバックアップの作成は、サイトを別の場所に転送する(特に、ネットワーク・アクセスのない場合)際にも、大変便利です。

Site Studioのバックアップ機能では、Webサイトのコピーを作成して圧縮ファイルに格納し、このファイルをある場所から別の場所にコピーできます。サイトに属するファイルを識別するために、次のアイテムを問い合せて、インポート・アーカイブに追加します。

	
プロジェクト・ファイル(プロジェクト・ファイルのdDocName)


	
WebサイトID(xWebsitesフィールドにサイトのサイトIDが含まれる)


	
Webサイト・セクション(xWebsiteSectionフィールドにサイトのサイトIDが含まれる)


	
フラグメント・ライブラリ(xWebsiteObjectTypeフィールドに値fragmentが含まれる)




サイトのコンテンツをバックアップおよびリストアするために、xWebsites、xWebsiteSectionおよびxWebsiteObjectTypeのメタデータ値を、サイトで適切に使用する必要があります。

バックアップ機能では、サイトのレプリケーションと同一のアーカイブ・プロセスが使用されます(詳細は、第6章「サイト・レプリケーションの管理」を参照)。





7.2 サイトのバックアップ

Oracle Content Serverの「Site Studio Administration」ページからアクセスできる「Backup and Restore」ページを使用して、サイトをバックアップします。

サイトをバックアップするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「Backup and Restore」をクリックします。

「Backup and Restore」ページが表示されます(「「Backup and Restore」ページ」を参照)。




	
バックアップするWebサイトを選択し、「Create Web Site Backup」をクリックします。

バックアップの進行状況が表示されます(図7-1)。





図7-1 バックアップの進行状況

[image: バックアップの進行状況のスクリーンショット。]



	
バックアップが完了したら(完了パーセンテージが100%)、「Back」をクリックします。

現在のバックアップに影響を与えることなく、いつでも前のページに戻ることができます。


	
「Backup and Restore」ページで、「Manage Web Site Backups」をクリックします。

「Web Site Backup Archives」ページが表示されます(「アーカイブ管理ページ」を参照)。


	
このページには、現在コンテンツ・サーバーにあるすべてのWebサイト・バックアップのリストが表示されます。作成したバックアップをダウンロードするには、隣のアクション・メニュー・アイコン(図7-2)をクリックし、「Download backup archive as ZIP」を選択します。


図7-2 アクション・メニュー・アイコン

[image: アクション・メニュー]



サイトのサイズによっては、ZIPファイルが作成されるまでに数分かかる場合があります。


	
ファイル・ダウンロード・ダイアログの「Save」をクリックしてZIPファイルの場所を選択し、「Save」をクリックしてダウンロードを開始します。




	
注意:

Webサイトが、ZIPファイルの最大ファイルの制限である65,535を超える場合、バックアップ・アーカイブ・ファイルは作成されません。そのかわり、ファイルシステムから直接バックアップ・アーカイブを開いてダウンロードする必要があります。バックアップ・アーカイブは、コンテンツ・サーバーの[CS-Dir]\data\sitestudio\backuparchivesディレクトリに格納されます。










バックアップしたサイトは、アクション・メニュー・アイコンをクリックし、「Delete backup archive」を選択して、いつでも削除できます。これは、「Web Site Backup Archives」ページ(「アーカイブ管理ページ」を参照)および「Backup Archive Information」ページ(「「Backup Archive Information」ページ」を参照)で実行できます。





7.3 サイトのリストア

コンテンツ・サーバーの「Site Studio Administration」ページからアクセスできる「Backup and Restore」ページを使用してサイトをリストアします。




	
重要:

コンテンツ・サーバー内の既存のコンテンツとのクラッシュを避けるために、クリーンなコンテンツ・サーバーにリストアすることをお薦めします。







サイトをリストアするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「Backup and Restore」をクリックします。

「Backup and Restore」ページが表示されます(「「Backup and Restore」ページ」を参照)。


	
「Browse」を(「Upload Backup Archive」領域で)クリックして、バックアップ済サイト(ZIPファイル)を検索します。

ファイル選択ダイアログが表示されます。


	
アーカイブZIPファイルを選択し、ファイル選択ダイアログを閉じます。


	
「Upload Backup Archive」をクリックします。

「Backup Archive Information」ページ(「「Backup Archive Information」ページ」を参照)が表示されます。ここで、アーカイブ名、説明、Webサイトおよびインポートの日付を含むバックアップの詳細を確認できます。

コンテンツ・サーバーが未構成で、サイトの元のコンテンツ・サーバー環境と一致しない場合、「Action」をクリックし、「Show server configuration details」を選択します。ページに表示された設定を再作成します(「サーバー構成の詳細の表示」を参照)。


	
「Action」メニューで、「Restore backup archive contents」を選択します。


	
「OK」をクリックしてメッセージを確認します。

リストア操作の進行状況が表示されます(図7-3)。


図7-3 リストアの進行状況

[image: リストアの進行状況のスクリーンショット。]



サイトのサイズによっては、Webサイトがリストアされ、コンテンツ・サーバーで索引化されるまでに数分かかる場合があります。


	
リストア操作が完了したら(完了パーセンテージが100%)、「Back」をクリックします。

現在のリストア操作に影響を与えることなく、いつでも前のページに戻ることができます。




これで、サイトをコンテンツ・サーバーで使用できるようになります。

バックアップしたサイトは、アクション・メニュー・アイコンをクリックし、「Delete backup archive」を選択して、いつでも削除できます。これは、「Web Site Backup Archives」ページ(「アーカイブ管理ページ」を参照)および「Backup Archive Information」ページ(「「Backup Archive Information」ページ」を参照)で実行できます。





7.4 サーバー構成の詳細の表示

バックアップ時に、バックアップされたWebサイトを配置したコンテンツ・サーバーの詳細な構成情報を表示できます。この情報には、カスタム・メタデータ・フィールド、コンテンツ・タイプ、セキュリティ・グループ、構成および環境設定、インストールされたコンポーネント、定義されたプロバイダなどが含まれます。この情報は、サイトをリストアし、コンテンツ・サーバーを構成してサイトの元のサーバーと一致させる必要がある場合に、特に便利です。

バックアップされたサイトのサーバー構成の詳細を表示するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「Backup and Restore」をクリックします。

「Backup and Restore」ページが表示されます(「「Backup and Restore」ページ」を参照)。


	
Manage Web Site Backupsをクリックします。


	
目的のサイトの隣にあるアクション・メニューアイコン(図7-4)をクリックし、「Show server configuration details」を選択します。


図7-4 アクション・メニュー・アイコン

[image: アクション]



	
「Server Configuration Details」ページ(「「Server Configuration Details」ページ」を参照)が表示されます。ここで、サイトの元のサーバーの詳細を書き留めます。




	
注意:

Oracle Content Serverの構成移行ユーティリティを使用して、コンテンツ・サーバー環境をサーバーからサーバーにレプリケートできます。

















8 一般コンポーネント情報


概要

	
「一般コンポーネント情報の概要」





タスク

	
「一般コンポーネント情報の表示」


	
「インストール番号のリセット」






8.1 一般コンポーネント情報の概要

インストール済のSite Studioコンポーネント、Site Studio固有のメタデータ、ディレクトリ・パス、バージョンおよびその他の情報は、「General Component Information」ページで確認できます。この情報は、Webサイトおよびフラグメントのバージョン番号および相対パスを書き留める際に便利です。





8.2 一般コンポーネント情報の表示

Site Studioの一般コンポーネント情報を表示するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「General Component Information」をクリックします。

「General Component Information」ページが表示されます(「「General Component Information」ページ」を参照)。








8.3 インストール番号のリセット

インストール番号は、現在のSite Studioコンポーネントの番号です。これを使用して、Site Studioコンポーネントを更新するときに、どのソフトウェア更新をインストールするかを管理します。新しいコンポーネントでは、現在のインストール番号と比較して、必要な変更のみがインストールされます。

ほとんどの場合、インストール番号は重要ではありません。ただし、まれにすべての変更を取り消して新たなインストールを作成する場合には、インストール番号のリセットが必要になります。

インストール番号をリセットするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに、管理者としてログインします。


	
「Administration」セクションで、「Site Studio Administration」を選択します。

「Site Studio Administration」ページが表示されます(「Site Studio管理」を参照)。Oracle Content Serverを「Top Menus」レイアウトで実行している場合、このページは表示されません。そのかわり、すべての管理オプションが「Site Studio Administration」メニューのアイテムとして使用できます。


	
「General Component Information」をクリックします。

「General Component Information」ページが表示されます(「「General Component Information」ページ」を参照)。


	
「(Reset)」をクリックします。

インストール番号が0になります。











A ユーザー・インタフェース

Content Serverインタフェースには、Site Studio Webサイトの管理に使用できるページが含まれています。

	
「「Manage Web Sites」ページ」


	
「サイト管理ページ(Site Studioマネージャ)」


	
「「Manage On-Demand Web Sites」ページ」


	
「「Web Site Objects Report」ページ」


	
「「Web Site Addresses」ページ」


	
「「Manage Fragment Libraries」ページ」


	
「「Set Default Project Document Information」ページ」


	
「「Manage Site Replication」ページ」


	
「「Add Export Archive」ページ」


	
「「Edit Export Archive」ページ」


	
「「Add Import Archive」ページ」


	
「「Edit Import Archive」ページ」


	
「「General Component Information」ページ」


	
「「Backup and Restore」ページ」


	
「アーカイブ管理ページ」


	
「「Server Configuration Details」ページ」


	
「「Backup Archive Information」ページ」


	
「「Server Configuration Details」ページ」


	
「「External Applications Administration」ページ」






A.1 「Manage Web Sites」ページ

「Manage Web Sites」ページを使用して、コンテンツ・サーバー上の使用可能なすべてのWebサイトを管理します。このマニュアルで説明されているように、ここから、Webサイトの表示、オブジェクト・レポートの表示、Webサイトの開始や停止(表示可能または表示不可)、および選択した各Webサイトの管理制御を実行できます。


図A-1 「Manage Web Sites」ページ

[image: 図A-1の説明が続きます]

「図A-1 「Manage Web Sites」ページ」の説明






	要素	説明
	Web Sites	これは、コンテンツ・サーバーで管理するすべてのWebサイトのリストです。現在実行中で使用可能なすべてのサイトは「Running Web Sites」の下、実行中ではないすべてのサイトは「Stopped Web Sites」の下にリストされています。
	View Web Site	このボタンをクリックして、選択したWebサイトをブラウザで表示します。
	Update Navigation	このボタンをクリックして、選択したWebサイトのナビゲーションを更新します。サイト・マネージャは、ディレクトリおよびサブディレクトリの追加と削除、またはWebサイトの別の領域へのディレクトリの移動などを実行して、Webサイトの構造を変更できます。サイト構造を変更する場合、すべてのサイト・ナビゲーションを更新(再構築)する必要があります。
	View Web Site Objects Report	このボタンをクリックして、選択したサイトの「Web Site Objects Reports」ページ(「「Web Site Objects Reports」ページ」を参照)を表示します。このページには、Webサイトの各部分での使用アクティビティの詳細が表示されます。
	Manage Site	このボタンをクリックして、選択したサイトのサイト管理ページ(「サイト管理ページ(Site Studioマネージャ)」を参照)を表示します。このページを使用して、サイト階層の変更、ページ・テンプレートの割当ておよびカスタム・プロパティの変更など、複数のサイト管理タスクを実行できます。
	Stop Site	このボタンをクリックして、選択したサイトを停止します。サイトは、「Web Sites」領域の「Running Web Sites」リストから「Stopped Web Sites」リストに移動します。
	Start Site	このボタンをクリックして、選択したサイトを開始します。サイトは、「Web Sites」領域の「Stopped Web Sites」リストから「Running Web Sites」リストに移動します。
	Reload Web Sites	このボタンをクリックして、ページをリロードします。サイトを開始または停止した場合、実行中および停止中のWebサイトのリストを時折リフレッシュして現在のステータスを反映する必要があります。
	Manage On-Demand Web Sites	このボタンをクリックして、「Manage On-Demand Web Sites」ページを開きます(「「Manage On-Demand Web Sites」ページ」を参照)。









A.2 サイト管理ページ(Site Studioマネージャ)

サイト管理ページを使用して、Webサイトの管理タスクを実行します。このページは、コンテンツ・サーバーまたはSite Studioコントリビュータ(デザイナが設定している場合)を通じてアクセスできます。コントリビュータのページにマネージャ・フラグメントが表示されていて、ページがコントリビューション・モードである場合は、サイト・マネージャが使用可能なツールがアプリケーション内に表示されます。ツールは最小化された状態(トップ・バーのみの場合)、またはページ内にインタフェースが完全に表示された状態で表示されます。マネージャ・インタフェースを完全に表示するには、バーの「manage site」をクリックします。コンテンツ・サーバーを通じてアクセスすると、インタフェースは完全に表示されます。


図A-2 マネージャ・インタフェース

[image: 図A-2の説明が続きます]

「図A-2 マネージャ・インタフェース」の説明





左に現在のWebサイトのサイト階層が表示されます。アイテムをクリックして、管理タスクを実行できます。

このページにはタブが4つあり、それぞれで特定のサイト管理オプションを使用できます。

	
「Section」タブ


	
「Page Template」タブ


	
「Secondary Page Template」タブ


	
「Custom Properties」タブ






A.2.1 「Section」タブ

サイト管理ページの「Section」タブを使用して、Webサイトの階層内のセクションを管理します。これには、サブセクションの追加と削除、セクションの移動およびWebサイトのエラー・ハンドラ・セクションのマークが含まれます。


図A-3 サイト管理ページの「Section」タブ

[image: 図A-3の説明が続きます]

「図A-3 サイト管理ページの「Section」タブ」の説明






	要素	説明
	Add	現在のセクションにサブセクションを追加する場合にクリックします。詳細は、「セクションの追加」を参照してください。
	Remove	Webサイトから現在のセクションを削除する場合にクリックします。詳細は、「セクションの削除」を参照してください。
	Move	サイト階層内の別の領域にセクションを移動する場合にクリックします。詳細は、「セクションの移動」を参照してください。
	error handler	現在のセクションをエラー・ハンドラ・セクションとしてマークする場合にクリックします。詳細は、「エラー・ハンドラとしてのセクションの指定」を参照してください。
	Section ID	サイト階層(およびコンテンツ・サーバー)の現在のセクションを一意に識別するセクションID。変更するとそのセクションをターゲットとするリンクが壊れてしまうため、このフィールドは通常無効化されています。
	Section Label	現在のセクションの名前。この名前は、サイト階層およびWebサイトのナビゲーション・メニューに表示されます(URLでは必ずしも必要ではありません)。必要に応じて、セクション・ラベルを変更できます。詳細は、「セクション名の変更」を参照してください。
	Include in Navigation	Webサイトのナビゲーション・メニューにセクションをリンクとして表示する場合、このチェック・ボックスを選択します。詳細は、「Webサイトへのセクションの表示または非表示」を参照してください。
	Contributor Only	コントリビューション・モードの場合にのみ現在のセクションを表示する場合、このチェック・ボックスを選択します。これは、コントリビュータと直接通信する場合や、公式に使用可能にする前にコンテンツをプレビューする場合などに便利です。詳細は、「コントリビュータ専用としてのセクションの指定」を参照してください。
	Url Directory Name	サイトURLに表示される現在のセクションのディレクトリ名。たとえば、http://www.example.com/product1/index.htmというアドレスの場合、URLディレクトリ名はproduct1です。この値は、そのセクションへのパスベースのすべてのリンクにも使用されます。デフォルトでは、URLディレクトリ名はセクション・ラベルと同一ですが、必要に応じて別の値を使用できます。名前には、空白や特殊文字を含めないでください。
	Url Page Name	Webサイト・アドレスの(現在のセクションに関連付けられている)プライマリ・ページを表すURL。URLページ名を指定しない場合、index.htmを使用してプライマリ・ページが表されます。
	Maximum Age	現在のセクションのWebサイト・ページがキャッシュに残る最大時間(秒単位)。これにより、Site Studio Webサイトのパフォーマンスおよびセキュリティが向上します。詳細は、「セクションの最大経過時間の変更」を参照してください。









A.2.2 「Page Template」タブ

サイト管理ページの「Page Template」タブを使用し、現在のページ・テンプレートを使用したWebページを表示します。現在のセクションに、その他のページ・テンプレートを適用してプレビューすることもできます。


図A-4 サイト管理ページの「Page Template」タブ

[image: 図A-4の説明が続きます]

「図A-4 サイト管理ページの「Page Template」タブ」の説明






	要素	説明
	[image: 情報アイコン]
	このアイコンをクリックすると、現在のページ・テンプレートのコンテンツ情報ページが表示されます。ページ・テンプレートが設定されていない場合には表示されません。
	clear	現在のセクションからページ・テンプレートを削除する場合にクリックします。ページ・テンプレートが設定されていない場合には表示されません。詳細は、「セクションからのページ・テンプレートの削除」を参照してください。
	Preview page template(メニュー)	現在のセクション内に表示するページ・テンプレートをリストから選択します。詳細は、「ページ・テンプレートのプレビュー」を参照してください。
	Apply	選択したページ・テンプレートを現在のセクションに適用する場合にクリックします。詳細は、「セクションへのプライマリ・ページの割当て」を参照してください。









A.2.3 「Secondary Page Template」タブ

サイト管理ページの「Secondary Page Template」タブを使用し、現在のセカンダリ・ページ・テンプレートを使用したWebページを表示します。現在のセクションに、その他のページ・テンプレートを適用してプレビューすることもできます。


図A-5 サイト管理ページの「Secondary Page Template」タブ(ページが選択されていない状態)

[image: 図A-5の説明が続きます]

「図A-5 サイト管理ページの「Secondary Page Template」タブ(ページが選択されていない状態)」の説明






	要素	説明
	[image: 情報アイコン]
	このアイコンをクリックすると、現在のページ・テンプレートのコンテンツ情報ページが表示されます。セカンダリ・ページ・テンプレートが設定されていない場合には表示されません。
	clear	現在のセクションからページ・テンプレートを削除する場合にクリックします。セカンダリ・ページ・テンプレートが設定されていない場合には表示されません。詳細は、「セクションからのページ・テンプレートの削除」を参照してください。
	Preview page template(メニュー)	現在のセクション内に表示するページ・テンプレートをリストから選択します。詳細は、「ページ・テンプレートのプレビュー」を参照してください。
	Apply	選択したページ・テンプレートを現在のセクションに適用する場合にクリックします。詳細は、「セクションへのセカンダリ・ページの割当て」を参照してください。









A.2.4 「Custom Properties」タブ

サイト管理ページの「Custom Properties」タブを使用し、サイト階層の選択したセクションのカスタム・プロパティ情報を編集します。すべてのカスタム・プロパティは、サイト・デザイナによって決定されます。マネージャは、セクション・プロパティの追加や編集はできず、値の編集のみが可能です。


図A-6 サイト管理ページの「Custom Properties」タブ

[image: 図A-6の説明が続きます]

「図A-6 サイト管理ページの「Custom Properties」タブ」の説明








	
注意:

カスタム・プロパティの正しい使用方法については、サイト・デザイナに問い合せてください。













A.3 「Manage On-Demand Web Sites」ページ

「Manage On-Demand Web Sites」ページを使用して、サイトをオンデマンド・サイトとしてマークします。オンデマンドとして指定されたWebサイトは、サイトをロードするリクエストが受信されるまで、コンテンツ・サーバーのメモリーにロードされません。これにより、コンテンツ・サーバー起動時のロード時間が短縮されます。オンデマンドとしてリストされたサイトは、デザイナで最初にアクセスするとき、表示されるまでにわずかに時間がかかります。


図A-7 「Manage On-Demand Web Sites」ページ

[image: 「Site Studio Administration」の「Manage On-Demand Web Sites」ページ]

「図A-7 「Manage On-Demand Web Sites」ページ」の説明






	要素	説明
	チェック・ボックス	チェック・ボックスを選択して、そのサイトをオンデマンドWebサイトとしてマークします。
	Web Site ID	コンテンツ・サーバー上のWebサイトのサイトID。
	Web Site	コンテンツ・サーバー上のWebサイトの名前。
	Content ID	コンテンツ・サーバー上のWebサイトのコンテンツID。
	Status	サーバーのメモリーにロードされているサイトとされていないサイトを示します。









A.4 「Web Site Objects Report」ページ

「Web Site Objects Report」ページには、レポートのマークがあるすべてのWebサイト・オブジェクトのサイト使用状況についてのレポートが表示されます。ページ・テンプレート、コントリビュータ・データファイル、ページ・テンプレート・フラグメント、フラグメント・ライブラリ、Webサイト・アセット、Webサイト・プロジェクトなどのオブジェクト・カテゴリの情報を表示できます。


図A-8 「Web Site Objects Report」ページ

[image: 図A-8の説明が続きます]

「図A-8 「Web Site Objects Report」ページ」の説明






	要素	説明
	オブジェクト・カテゴリ	任意のオブジェクト・カテゴリをクリックして、カテゴリ固有のレポートを表示します。
	Content ID	コンテント・サーバー内のオブジェクトのコンテンツID。
	Usage Detail	Webサイト・オブジェクトおよび参照先の詳しい情報。
	[image: info_icon_blue.gifの説明は周囲のテキストを参照。]
	このアイコンをクリックすると、オブジェクトのコンテンツ情報ページが表示されます。









A.5 「Web Site Addresses」ページ

「Web Site Addresses」ページを使用して、コンテンツ・サーバー上の使用可能なすべてのWebサイトのサイト・アドレスを管理します。定義済サイト・アドレスを表示し、アドレスの追加または既存のアドレスの削除ができます。

サイトにアクセスするには、フォルダ・アドレスを使用する方法またはドメイン・アドレスを使用する方法があります。サイトを初めて設定する際、http://MyComputer/MySite (MyComputerはシステムの名前、MySiteはサイトID)のようなフォルダ・アドレスを使用できます。ただし、やがては、便利でよく知られたサイトへのアクセス方法として、http://www.example.com (example.comはドメイン名)のようなドメイン・アドレスを使用するようになります。

ドメイン・アドレスには、追加のDNS構成が必要であり、この構成はユーザーまたはサイト管理者が実行する必要があります。

デザイナの「Sites Address」ダイアログ・ボックスを使用して、ドメイン・アドレスを構成できます。


図A-9 「Web Site Addresses」ページ

[image: 図A-9の説明が続きます]

「図A-9 「Web Site Addresses」ページ」の説明






	要素	説明
	Web Site Addresses	指定したサイトに構成されている既存のサイト・アドレスを表示します。
「Action」列のメニュー・アイコンをクリックすると、次のオプションが表示されます。

	
Select as Default Web Address: このアドレスをデフォルトのサイト・アドレスに設定します。


	
Remove Site Address: Webサイトからこのアドレスを削除します。





	Add Web Site Address	Web Site: このメニューを使用して、コンテンツ・サーバー上のWebサイトを選択します。
Address: 使用するドメイン名を入力します(複数のドメイン名をサイトに追加できます)。


	Add	ドメイン名をサイトに追加します。









A.6 「Manage Fragment Libraries」ページ

「Manage Fragment Libraries」ページを使用して、フラグメント・ライブラリをコンテンツ・サーバー上の必要な場所にデプロイします。ライブラリは、Webサイトで使用できるように、[CS-Dir]\weblayout\fragmentsディレクトリに配置する必要があります。これらは、Site Studioのインストールの際、デフォルトでこの場所にデプロイされます。ただし、手動でフラグメント・ライブラリをOracle Content Serverにチェックインする場合には、この場所にデプロイする必要があります。

また、「Manage Fragment Libraries」ページを使用して、JSP対応のWebサイトに対するJSPサポートを構成できます。Site Studioコンポーネントのインストール後に、Oracle Content Server内のJSP対応のグループにグループを追加する場合は、JSPサポート・ファイルを再デプロイ(抽出)して、Site Studio JSPフラグメントが正常に動作するようにする必要があります。


図A-10 「Manage Fragment Libraries」ページ

[image: 図A-10の説明が続きます]

「図A-10 「Manage Fragment Libraries」ページ」の説明






	要素	説明
	Fragment Libraries	コンテンツ・サーバーに現在チェックインされているすべてのフラグメント・ライブラリを表示します。
	Deploy Fragment Library	選択したフラグメント・ライブラリを、コンテンツ・サーバーの必要な場所([CS-Dir]\weblayout\fragments)にコピーして、Site Studioで使用可能にする場合にクリックします。このボタンを使用可能にするには、リストからフラグメント・ライブラリを選択する必要があります。
このデプロイ方法は、デザイナのUpload Fragment Library/Download Fragment Library要素を使用しても実行できます。


	Configure JSP Support	JSPフラグメントが適切に動作するように、JSPサポート・ファイルをコンテンツ・サーバー上の必要な場所に再デプロイ(展開)する場合にクリックします。
	Compress Contributor JavaScript	公開WebサイトのコントリビュータJavaScriptを圧縮する場合にクリックします。多くの場合、Webサイトのページのパフォーマンスが向上します。









A.7 「Set Default Project Document Information」ページ

「Set Default Project Document Information」ページを使用して、Site Studioプロジェクト・ファイルのデフォルトのメタデータ(つまり、コンテンツ情報)を定義します。

デザイナでWebサイトを作成する場合、Site StudioでXMLベースのプロジェクト・ファイルが生成され、指定されたメタデータ値でコンテンツ・サーバーにチェックインされます。デフォルトのドキュメント情報で、自動的に入力されるフィールドを指定します。


図A-11 「Set Default Project Document Information」ページ

[image: 図A-11の説明が続きます]

「図A-11 「Set Default Project Document Information」ページ」の説明






	要素	説明
	メタデータ・フィールド	Site Studioプロジェクト・ファイルに割り当てることのできる、コンテンツ・サーバー内で使用可能なすべてのメタデータ値を表示します。
デフォルト値の情報を、適切なフィールドに入力します。すべての必須メタデータ・フィールドには、赤いフィールド・ラベルが表示されます。デフォルト情報が不要なフィールドまたは入力してはいけないフィールドは、空白のままにします。


	Update	Site Studioプロジェクト・ファイルに割り当てられたメタデータを自動的に更新する場合にクリックします。
	Reset	ページを起動した際の初期状態にリセットします。









A.8 「Set Default Web Asset Document Information」ページ

「Set Default Web Asset Document Information」ページを使用して、Site Studio Webサイト・アセット(テンプレート、イメージ、定義など)のデフォルト・メタデータ(すなわちコンテンツ情報)を定義します。

こうしておくと、WebアセットをチェックインするときにSite Studioがデフォルト・メタデータを使用できます。


図A-12 「Set Default Web Asset Document Information」ページ

[image: 図A-12の説明が続きます]

「図A-12 「Set Default Web Asset Document Information」ページ」の説明






	要素	説明
	メタデータ・フィールド	Site Studio Webサイト・アセットに割り当てることのできる、コンテンツ・サーバー内で使用可能なすべてのメタデータ値を表示します。
デフォルト値の情報を、適切なフィールドに入力します。すべての必須メタデータ・フィールドには、赤いフィールド・ラベルが表示されます。デフォルト情報が不要なフィールドまたは入力してはいけないフィールドは、空白のままにします。


	Update	Site Studio Webサイト・アセットに割り当てられたメタデータを自動的に更新する場合にクリックします。
	Reset	ページを起動した際の初期状態にリセットします。









A.9 「Manage Site Replication」ページ

「Manage Site Replication」ページを使用して、コンテンツ・サーバー間でのWebサイトのレプリケーションを管理します。このプロセス中に、ソース・サーバー上にエクスポート・ファイルを作成し、ターゲット・サーバー上にインポート・アーカイブを作成する必要があります。

この手順を実行する前に、コンテンツ・サーバーが互いに通信できるように、コンテンツ・サーバーを構成する必要があります。


図A-13 「Manage Site Replication」ページ

[image: 図A-13の説明が続きます]

「図A-13 「Manage Site Replication」ページ」の説明






	要素	説明
	Site Studio Archives	コンテンツ・サーバーに現在チェックインされているすべてのエクスポートおよびインポート・アーカイブを表示します。
	Add Export Archive	「Add Export Archive」ページ(「「Add Export Archive」ページ」を参照)を表示して、エクスポート・アーカイブを(ソース・サーバー上に)作成する場合にクリックします。
	Add Import Archive	「Add Import Archive」ページ(「「Add Import Archive」ページ」を参照)を表示して、インポート・アーカイブを(ターゲット・サーバー上に)作成する場合にクリックします。
	Change Settings	「Edit Export Archive」ページ(「「Edit Export Archive」ページ」を参照)または「Edit Import Archive」ページ(「「Edit Import Archive」ページ」を参照)を表示して、既存のアーカイブのプロパティを編集する場合にクリックします。
	Delete	選択したアーカイブを削除する場合にクリックします。
	Export	選択したアーカイブをターゲット・サーバーにエクスポートし、レプリケーション・プロセスを開始する場合にクリックします。
アーカイブをエクスポートすると、レプリケーション・プロセスが自動化されます。ターゲット・コンテンツ・サーバーのアーカイブをインポートしたり、手動でアーカイブを転送したりする必要がありません。


	Show Archiver Status	(ターゲット・サーバーにレプリケートする)既存のアーカイブの進行状況を表示する場合にクリックします。
	Archiver	このアイコンをクリックすると、コンテンツ・サーバーでアーカイバ・ユーティリティが起動します。
アーカイバおよびアーカイブ・プロセスの詳細は、Content Serverのドキュメントを参照してください。


	Archiver Logs	このアイコンまたはリンクをクリックすると、レビューが可能なアーカイブ・ログのリストが表示されます。
アーカイバ・ログおよび一般的なログ・ファイルの詳細は、Content Serverのドキュメントを参照してください。











A.10 「Add Export Archive」ページ

「Add Export Archive」ページを使用して、コンテンツ・サーバー間でWebサイトをレプリケートするプロセスで使用するエクスポート・アーカイブ・ファイルを作成します。エクスポート・アーカイブはソース・サーバー上にあり、Webサイトの情報を収集します。レプリケーション中に、エクスポート・アーカイブは、ターゲット・サーバー上にあるインポート・アーカイブにコピーされます。

インポート・アーカイブをターゲット・サーバーに作成してから、ソース・サーバーにエクスポート・アーカイブを作成する必要があります。


図A-14 「Add Export Archive」ページ

[image: 図A-14の説明が続きます]

「図A-14 「Add Export Archive」ページ」の説明






	要素	説明
	Archive Type	エクスポート・アーカイブまたはインポート・アーカイブのいずれであるかを指定します(このオプションはマークされています)。
	Archive Name	アーカイブの名前。この名前は、「Manage Site Replication」ページ(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)の使用可能なアーカイブのリストに表示されます。
アーカイブ名には、空白や特殊文字を含めないでください。


	Archive Description	アーカイブの説明。
	Web Site	エクスポート・アーカイブを作成し、レプリケートするWebサイトを識別します。メニューからWebサイトを選択します。
Include project file in export archive: プロジェクト・ファイルをアーカイブに含めて、サイト全体をレプリケートする場合に、このチェック・ボックスを選択します。特定のセクションのみをレプリケートする場合は、このチェック・ボックスの選択を解除します。


	Transfer to Collection	エクスポート・アーカイブのコピー先のターゲット・サーバー上にあるインポート・アーカイブのコレクションを識別します。
Open Collection: クリックすると、ターゲット・サーバー上のコレクションを選択するブラウザ・ダイアログが表示されます。


	Transfer to Archive	エクスポート・アーカイブのコピー先のターゲット・サーバー上にあるインポート・アーカイブを識別します。
Automatically export new and changed content: ソース・サーバーで変更されたコンテンツを自動的にターゲット・サーバーにレプリケートする場合に、このチェック・ボックスを選択します。このオプションを有効化しない場合は、手動でレプリケーションをトリガーする必要があります。


	Add Archive	エクスポート・アーカイブを追加し、「Manage Site Replication」ページ(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)に戻ります。
	Cancel	設定をキャンセルし、「Manage Site Replication」ページ(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)に戻ります。









A.11 「Edit Export Archive」ページ

「Edit Export Archive」ページを使用して、コンテンツ・サーバー間でWebサイトをレプリケートするプロセスで使用する既存のエクスポート・アーカイブ・ファイルのプロパティを編集します。エクスポート・アーカイブはソース・サーバー上にあり、Webサイトの情報を収集します。レプリケーション中に、エクスポート・アーカイブは、ターゲット・サーバー上にあるインポート・アーカイブにコピーされます。


図A-15 「Edit Export Archive」ページ

[image: 図A-15の説明が続きます]

「図A-15 「Edit Export Archive」ページ」の説明






	要素	説明
	Archive Type	エクスポート・アーカイブまたはインポート・アーカイブのいずれであるかを指定します(このオプションはマークされています)。
	Archive Name	アーカイブの名前。この名前は、「Manage Site Replication」ページ(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)の使用可能なアーカイブのリストに表示されます。
アーカイブ名には、空白や特殊文字を含めないでください。


	Archive Description	アーカイブの説明。
	Web Site	エクスポート・アーカイブを作成し、レプリケートするWebサイトを識別します。
	Transfer to Collection	エクスポート・アーカイブのコピー先のターゲット・サーバー上にあるインポート・アーカイブのコレクションを識別します。
Open Collection: クリックすると、ターゲット・サーバー上のコレクションを選択するブラウザ・ダイアログが表示されます。


	Transfer to Archive	エクスポート・アーカイブのコピー先のターゲット・サーバー上にあるインポート・アーカイブを識別します。
Automatically export new and changed content: ソース・サーバーで変更されたコンテンツを自動的にターゲット・サーバーにレプリケートする場合に、このチェック・ボックスを選択します。このオプションを有効化しない場合は、手動でレプリケーションをトリガーする必要があります。


	Update	エクスポート・アーカイブを更新し、「Manage Site Replication」ページ(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)に戻る場合にクリックします。
	Cancel	設定をキャンセルし、「Manage Site Replication」ページ(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)に戻る場合にクリックします。









A.12 「Add Import Archive」ページ

「Add Import Archive」ページを使用して、コンテンツ・サーバー間でWebサイトをレプリケートするプロセスで使用するインポート・アーカイブ・ファイルを作成します。インポート・アーカイブはターゲット・サーバー上にあります。レプリケーション中に、エクスポート・アーカイブのコンテンツは、インポート・アーカイブにコピーされます。次に、インポート・アーカイブのコンテンツが、ターゲット・コンテンツ・サーバーにコピーされます。


図A-16 「Add Import Archive」ページ

[image: 図A-16の説明が続きます]

「図A-16 「Add Import Archive」ページ」の説明






	要素	説明
	Archive Type	インポート・アーカイブまたはエクスポート・アーカイブのいずれであるかを指定します(このオプションはマークされています)。
	Archive Name	アーカイブの名前。この名前は、「Manage Site Replication」ページ(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)の使用可能なアーカイブのリストに表示されます。
アーカイブ名には、空白や特殊文字を含めないでください。


	Archive Description	アーカイブの説明。
	Retain switched region content on target server during import	コントリビュータがターゲットWebサイト上の各リージョンに割り当てるコンテンツを保持する場合、このチェック・ボックスを選択します。これは、コントリビュータが、リージョンに最初に割り当てられたコントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメントを切り替えた領域です。
通常、開発サーバー(ソース)からコントリビューション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合は、切り替えられたリージョン・コンテンツを保持します。このシナリオでは、コントリビュータによる変更を維持するためです。

コントリビューション・サーバー(ソース)から消費サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合は、このオプションを無効化することがあります。このシナリオでは、消費サーバー上の変更を上書きするためです。


	Retain region content on target server during import	コントリビュータがターゲットWebサイト上の各リージョンで編集するコンテンツを保持する場合、このチェック・ボックスを選択します。
これにより、コントリビュータが編集したファイルを上書きする可能性のあるコントリビュータ・データファイルおよびネイティブ・ドキュメントが、ソース・サーバーからターゲット・サーバーにコピーされなくなります。

通常、開発サーバー(ソース)からコントリビューション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合、リージョン・コンテンツを保持します。このシナリオでは、コントリビュータによる変更を保持するためです。

コントリビューション・サーバー(ソース)から消費サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合は、このオプションを無効化することがあります。このシナリオでは、消費サーバー上の変更を上書きするためです。


	Add Archive	インポート・アーカイブを追加し、「Manage Site Replication」ページ(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)に戻る場合にクリックします。
	Cancel	設定をキャンセルし、「Manage Site Replication」ページ(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)に戻る場合にクリックします。









A.13 「Edit Import Archive」ページ

「Edit Import Archive」ページを使用して、コンテンツ・サーバー間でWebサイトをレプリケートするプロセスで使用する既存のインポート・アーカイブ・ファイルのプロパティを編集します。インポート・アーカイブはターゲット・サーバー上にあります。レプリケーション中に、エクスポート・アーカイブのコンテンツは、インポート・アーカイブにコピーされます。次に、インポート・アーカイブのコンテンツが、ターゲット・コンテンツ・サーバーにコピーされます。


図A-17 「Edit Import Archive」ページ

[image: 図A-17の説明が続きます]

「図A-17 「Edit Import Archive」ページ」の説明






	要素	説明
	Archive Type	インポート・アーカイブまたはエクスポート・アーカイブのいずれであるかを指定します(このオプションはマークされています)。
	Archive Name	アーカイブの名前。この名前は、「Manage Site Replication」ページ(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)の使用可能なアーカイブのリストに表示されます。
アーカイブ名には、空白や特殊文字を含めないでください。


	Archive Description	アーカイブの説明。
	Retain switched region content on target server during import	コントリビュータがターゲットWebサイト上の各リージョンに割り当てるコンテンツを保持する場合、このチェック・ボックスを選択します。これは、コントリビュータが、リージョンに最初に割り当てられたコントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメントを切り替えた領域です。
通常、開発サーバー(ソース)からコントリビューション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合は、切り替えられたリージョン・コンテンツを保持します。このシナリオでは、コントリビュータによる変更を維持するためです。

コントリビューション・サーバー(ソース)から消費サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合は、このオプションを無効化することがあります。このシナリオでは、消費サーバー上の変更を上書きするためです。


	Retain region content on target server during import	コントリビュータがターゲットWebサイト上の各リージョンで編集するコンテンツを保持する場合、このチェック・ボックスを選択します。
これにより、コントリビュータが編集したファイルを上書きする可能性のあるコントリビュータ・データファイルおよびネイティブ・ドキュメントが、ソース・サーバーからターゲット・サーバーにコピーされなくなります。

通常、開発サーバー(ソース)からコントリビューション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合、リージョン・コンテンツを保持します。このシナリオでは、コントリビュータによる変更を保持するためです。

コントリビューション・サーバー(ソース)から消費サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合は、このオプションを無効化することがあります。このシナリオでは、消費サーバー上の変更を上書きするためです。


	Update	インポート・アーカイブを更新し、「Manage Site Replication」ページ(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)に戻る場合にクリックします。
	Cancel	設定をキャンセルし、「Manage Site Replication」ページ(「「Manage Site Replication」ページ」を参照)に戻る場合にクリックします。









A.14 「General Component Information」ページ

「General Component Information」ページを使用して、インストール済のSite Studioコンポーネント、Site Studio固有のメタデータ、ディレクトリ・パス、バージョンおよびその他の情報を確認します。


図A-18 「General Component Information」ページ

[image: 図A-18の説明が続きます]

「図A-18 「General Component Information」ページ」の説明






	要素	説明
	Product Version	Site Studioコンポーネントのバージョンを表示します。
	Component Build Version	Site Studioコンポーネント・バージョンの特定のビルドを表示します。
	Disable Contribution	コントリビューションが無効化されているかどうか示します(TRUEまたはFALSE)。
	Web Site Object Type Field	Webサイト・オブジェクト・タイプに使用するメタデータ・フィールドを表示します。
	Web Site ID Field	WebサイトIDに使用するメタデータ・フィールドを表示します。
	Web Sites Field	Webサイト名に使用するメタデータ・フィールドを表示します。
	Web Site Section Field	Webサイト・セクション名に使用するメタデータ・フィールドを表示します。
	Do not Show In Lists For Web Sites Field	Webサイト・リストに表示しないサイトに使用するメタデータ・フィールドを表示します。
	Region Definition Field	リージョン定義名に使用するメタデータ・フィールドを表示します。
	Relative Web Sites Root	Webサイトへのパスを表示します。
	Relative Fragments Root	フラグメントへのパスを表示します。
	Unique Section Counter Value	サイト階層に新しく作成されたセクションに使用するIDを表示します(デザイナがセクションIDを手動で入力しない場合)。
	Install Number	Site Studioコンポーネントの現在のインストール番号を表示します。
	(Reset)	現在のインストール番号を0にリセットする場合にクリックします。
	Contributor Directory	コントリビュータ・ソースの場所。すべての圧縮データの場所も含まれます。
	Contributor Console Enabled	コントリビュータ・コンソールが有効で使用可能か、無効で使用不可かを表示します。
コントリビュータ・コンソールの詳細は、『Oracle WebCenter Content Site Studioテクニカル・リファレンス・ガイド』を参照してください。


	(Enable) | (Disable)	コントリビュータ・コンソールの有効と無効を切り替える場合にクリックします。コンソールの現在の状態に応じて、1つのオプションのみが表示されます。









A.15 「Backup and Restore」ページ

「Backup and Restore」ページを使用して、サイトのバックアップを作成し、バックアップ・ファイルをセキュアな場所またはポータブル・デバイスにダウンロードし、バックアップからリストアします。バックアップ機能では、Site StudioおよびContent Serverに組み込まれた既存のアーカイブおよびレプリケート・フレームワークが使用されます。


図A-19 「Backup and Restore」ページ

[image: 図A-19の説明が続きます]

「図A-19 「Backup and Restore」ページ」の説明






	要素	説明
	Web Sites	コンテンツ・サーバーで現在使用可能なすべての既存Webサイトを表示します。
	Create Web Site Backup	選択したWebサイトのバックアップを作成する場合にクリックします。バックアップの進行状況およびステータス情報とエラー・メッセージを示すページが表示されます。
	Manage Archives	アーカイブ管理ページ(「アーカイブ管理ページ」を参照)を開く場合にクリックします。このページでは、既存のバックアップと定義のバンドルが表示され、それらに対して様々なアクションの実行を選択できます。
	Browse	既存のサイトのバックアップ・ファイルまたはダウンロード・バンドルを選択して、コンテンツ・サーバーにアップロードする場合にクリックします。
	Upload Archive	Webサイトのバックアップまたは定義のバンドルをファイル・システムからコンテンツ・サーバーにアップロードします。バックアップの進行状況およびステータス情報とエラー・メッセージを示すページが表示されます。









A.16 アーカイブ管理ページ

アーカイブ管理ページを使用して、「Administrator」でアップロードされた既存のWebサイト・バックアップおよび定義のバンドルを管理します。既存のバックアップとバンドルの表示、バックアップのダウンロード、バックアップからのリストア、バックアップの削除、および定義のバンドルの解凍を行うことができます。


図A-20 「Web Site Backup Archives」ページ

[image: 図A-20の説明が続きます]

「図A-20 「Web Site Backup Archives」ページ」の説明






	要素	説明
	Archive Type	アーカイブがWebサイトのバックアップか定義のバンドルかを表示します。
	Archive Name	バックアップで使用されたアーカイブの名前を表示します。
	Web Site ID	バックアップされたWebサイトの名前を表示します。
	Backup Export Date	バックアップの作成またはバンドルのアップロードの日付と時間を表示します。
	[image: アクション・アイコン]
	アクション・メニューを開く場合はこのアイコンをクリックします。メニューは、Webサイトのバックアップ用か定義のバンドル用かにより異なります。
Webサイトのバックアップ用:

	
Download backup archive as ZIP: バックアップのZIPファイルを作成し、コンピュータにダウンロードします。


	
Delete backup archive: バックアップをコンテンツ・サーバーから削除します。


	
Restore backup archive contents: Webサイトをバックアップからコンテンツ・サーバーにリストアします。


	
Show server configuration details: 「Server Configuration Details」ページ(「「Server Configuration Details」ページ」を参照)を表示し、特定のサイトのコンテンツ・サーバー環境を確認できます。




定義のバンドル用:

	
Download definition bundle archive as ZIP: バックアップのZIPファイルを作成し、コンピュータにダウンロードします。


	
Delete definition bundle archive: バックアップをコンテンツ・サーバーから削除します。


	
Restore definition bundle archive contents: Webサイトをバックアップからコンテンツ・サーバーにリストアします。





	[image: 情報アイコン]
	このアイコンをクリックすると、「Backup Archive Information」ページ(「「Backup Archive Information」ページ」を参照)が表示されます。このページには、アーカイブ名、説明、Webサイトおよび作成日などを含む、Webサイトのバックアップまたはダウンロードのバンドルの詳細が表示されます。






このページの列のサイズを変更して各カテゴリを表示するには、マウスを枠線の上に置いて二重矢印に変更し、次にマウスをドラッグして列のサイズを変更します。





A.17 「Backup Archive Information」ページ

アーカイブ情報ページには、アーカイブ名、説明、Webサイトおよび作成日などを含むバックアップまたは定義のバンドルの詳細が表示されます。


図A-21 「Backup Archive Information」ページ

[image: 図A-21の説明が続きます]

「図A-21 「Backup Archive Information」ページ」の説明






	要素	説明
	Actions(メニュー)	Webサイトのバックアップ用:
	
Show server configuration details: 「Server Configuration Details」ページ(「「Server Configuration Details」ページ」を参照)を表示し、特定のサイトのコンテンツ・サーバー環境を確認できます。


	
Download backup archive as ZIP: バックアップのZIPファイルを作成し、ファイルシステムにダウンロードします。


	
Restore backup archive contents: Webサイトをバックアップからコンテンツ・サーバーにリストアします。


	
Delete backup archive: バックアップをコンテンツ・サーバーから削除します。




定義のバンドル用:

	
Download definition bundle archive as ZIP: 定義のバンドルのZIPファイルを作成し、コンピュータにダウンロードします。


	
Restore definition bundle archive contents: サイト・アセットを定義のバンドルからコンテンツ・サーバーにリストアします。


	
Delete definition bundle archive: 定義のバンドルをコンテンツ・サーバーから削除します。





	バックアップ情報フィールド	このフィールドには、アーカイブ名、アーカイブの説明、Webサイトおよび作成日などを含むバックアップまたは定義のバンドルの詳細が表示されます。
	Batch File	バックアップで使用されたバッチ・ファイルの詳細を表示します。
	Instance Name	バッチ・ファイルが作成されたサーバーの名前。
	Number	バックアップまたは定義のバンドルが最初にアップロードされたときに含まれるファイル数。
	State	バッチ・ファイルの現在の状態。






このページの列のサイズを変更して各カテゴリを表示するには、マウスを枠線の上に置いて二重矢印に変更し、次にマウスをドラッグして列のサイズを変更します。





A.18 「Server Configuration Details」ページ

「Server Configuration Details」ページには、バックアップ時にバックアップされたWebサイトが置かれたコンテンツ・サーバーの詳細な構成情報が表示されます。この情報には、カスタム・メタデータ・フィールド、コンテンツ・タイプ、セキュリティ・グループ、構成および環境設定、インストールされたコンポーネント、定義されたプロバイダなどが含まれます。これは、リストア前に、特定のサイトのコンテンツ・サーバー環境を確認する必要がある場合に役立ちます。


図A-22 「Server Configuration Details」ページ

[image: 図A-22の説明が続きます]

「図A-22 「Server Configuration Details」ページ」の説明






	要素	説明
	DocMetaDefinition	コンテンツ・サーバーで使用されたドキュメント・タイプを表示します。
	OptionsList	コンテンツ・サーバーで使用されたオプション・リストを表示します。
	QdocTypes	コンテンツ・サーバーで使用されたデフォルトのコンテンツ・タイプを表示します。
	Qroles	コンテンツ・サーバーで使用されたユーザーを表示します。
	QsecurityGroups	コンテンツ・サーバーで使用されたセキュリティ・グループを表示します。
	DocFormats	コンテンツ・サーバーで使用されたコンテンツ・フォーマットを表示します。
	ConfigCfg	コンテンツ・サーバーで使用された構成設定を表示します。
	GeneralConfig	コンテンツ・サーバーで使用された一般構成設定を表示します。
	ServerEnvironment	コンテンツ・サーバーで使用されたサーバー環境を表示します。
	ComponentConfiguration	コンテンツ・サーバーで使用されたインストール済コンポーネントおよびその設定を表示します。
	Providers	コンテンツ・サーバーで使用されたプロバイダを表示します。






特定のカテゴリを開いて別のページで表示するには、カテゴリのヘッダーをクリックします。

このページの列のサイズを変更して各カテゴリを表示するには、マウスを枠線の上に置いて二重矢印に変更し、次にマウスをドラッグして列のサイズを変更します。





A.19 「External Applications Administration」ページ

「External Applications Administration」ページでは、Site Studioの外部アプリケーションの詳しいキャッシュ情報が提供されます。このキャッシュ情報はSite Studioの外部アプリケーションに送り返されるため、それらのアプリケーションは自らのキャッシュをクリアして、必要な場合に新しいコンテンツをリクエストできます。


図A-23 「External Applications Administration」ページ

[image: 図A-23の説明が続きます]

「図A-23 「External Applications Administration」ページ」の説明






	要素	説明
	ディレクトリ・キャッシュ・リスト(タイトルなし)	Oracle Content ServerのWebレイアウト領域のディレクトリ・キャッシュを表示します。
	Clear Directory Cache	選択したキャッシュをクリアしてリフレッシュする場合にクリックします。
	変換キャッシュ・リスト(タイトルなし)	キャッシュ内の変換を表示します。
	Clear Conversion Cache	選択した変換キャッシュをクリアしてリフレッシュする場合にクリックします。
	Clear Entire Cache	Site Studioのすべての外部アプリケーションでキャッシュをクリアする場合にクリックします。
	Token	Site Studioの外部アプリケーションがキャッシュ情報をリクエストするための番号を表示します。
	Cache Type	キャッシュのコンテンツ・タイプを表示します。
	
G - 一般のコンテンツ。weblayout/groupsフォルダに含まれるアイテムです。


	
R - リソース・コンテンツ。weblayout/resourcesフォルダに含まれるアイテムです。


	
D - 動的変換。実行された動的変換です。





	Cache Id	キャッシュのIDを表示します。
	Message	Oracle Content Serverの索引作成サイクルのデバッグ・メッセージを表示します。
	Client Id	アプリケーション・サーバーのIDを表示します。
	Access Count	クライアントIDがキャッシュをポーリングした回数を表示します。
	Last Access Time	クライアントIDがディレクトリ・キャッシュ・リストに最後にアクセスした日時を表示します。
	Request Token	アプリケーション・サーバーからリクエストとして送信されたトークンを表示します。
	Sent Token	応答してクライアントIDに送信されたトークンを表示します。
	Message	Oracle Content Serverのデバッグ・メッセージを表示します。












B その他の管理タスクと考慮事項

ここでは、その他の管理タスクと考慮事項について説明します。

	
「コントリビュータのデフォルト・キーストローク組合せの変更」


	
「消費サーバーへのアクセスのブロック」


	
「デフォルト・コントリビュータ・エディタの変更」


	
「カスタム要素の更新」


	
「証明書検証アプレットの使用」


	
「シングル・サインオン(SSO)環境の構成」


	
「10gR4よりも前のSite Studioプロジェクトの使用」






B.1 コントリビュータのデフォルト・キーストローク組合せの変更

Webページでコントリビューション・モードに切り替えるためのデフォルトのキーストローク組合せは、[Ctrl] + [Shift] + [F5]ですが、これは変更できます。このためには、Site Studioがインストールされているコンテンツ・サーバーのカスタム・ディレクトリにアクセスする必要があります。この値を変更する場合は、サイトのデザイナとコントリビュータに知らせる必要があります。

デフォルトのキーストローク組合せを変更するには、次の手順を実行します。

	
次のディレクトリを参照して表示します([CS-Dir]はコンテンツ・サーバーのインストール場所です)。

[CS-Dir]\custom\SiteStudio\publish\resources\wcm\sitestudio\


	
wcm.toggle.jsをテキスト・エディタで開きます。


	
関数OnKeyDownを探します。


	
別のキーストローク組合せを使用してWCM.CONTRIBUTOR.Toggleを呼び出すように、この関数の実装を変更します。

この関数は仮想キー・コードを使用して、ユーザーが入力するキーの組合せを判別します。デフォルト値は、Ctrl+Shift+F5です。[F5]キーの仮想キー・コードは116 (16進数では0x74)です。他の一般的なファンクション・キー、[F1]?[F12]のコードは112 (0x70)?123 (0x7B)です。


	
wcm.toggle.jsを保存して閉じます。







	
注意:

次回Site Studioをアップグレードするかパッチをインストールする際に、場合によっては、キーストロークの組合せを維持するためにこの手順を再び実行する必要があります。










	
注意:

コントリビュータが様々なオペレーティング・システムを使用する可能性がある場合、キーストロークの判別に使用するキー・コードに特に注意する注意があります。仮想キー・コードはオペレーティング・システムによって異なる場合があるためです。











B.2 消費サーバーへのアクセスのブロック

コントリビュータがWebサイトのコンテンツにアクセスするには、キーストローク組合せを使用してコントリビューション・モードに切り替え、コントリビューション・アイコンをクリックしてコントリビュータ・アプリケーションを起動します。

Webサイトの構築に使用されるサーバーではこのようなアクセスが必要ですが、消費サーバー(公開Webサイトの実行に使用されるサーバー)では望ましくありません。消費サーバーへのコントリビュータのアクセスをブロックするため、次のサーバー構成変数をconfig.cfgに設定します。


DisableSiteStudioContribution=true


この変数が存在しない場合、またはfalseに設定されている場合は、コントリビュータのアクセスが許可されます。

必ずコンテンツ・サーバーを再起動してください。





B.3 デフォルト・コントリビュータ・エディタの変更

コントリビュータ・アプリケーションで使用されるデフォルト・エディタはFCKeditorですが、Ephoxに変更できます。どちらのエディタもSite Studioのコントリビューション編集環境として最適化されています。

コントリビューション・エディタとしてEphoxを使用する場合は、次のサーバー構成変数をconfig.cfgに設定します。


SSDefaultEditor=ephox


デフォルト・エディタをFCKeditorに戻す場合は、この変数を削除するか、次のように変更します。


SSDefaultEditor=fck


必ずコンテンツ・サーバーを再起動してください。





B.4 カスタム要素の更新

10gR3 (10.1.3.3.3)よりも前のSite Studioリリースを使用して作成されたカスタム要素フォームは、Site Studio 11gR1との互換性がありません。このようなフォームは手動でアップグレードするか再作成する必要があります。下位互換性が提供されない第1の理由は、以前のSite StudioがInternet Explorer独自のwindow.external機能に依存していたためです(コントリビュータ・アプリケーションで使用されるActiveXコントロールのため)。Site Studio 10gR3 (10.1.3.3.3)以上では、ブラウザに依存しないJavaScriptベースのコントリビュータ・アプリケーションが使用されるようになり、この機能はSite Studioから削除されました。詳細は、『Oracle WebCenter Content Site Studioテクニカル・リファレンス・ガイド』を参照してください。





B.5 証明書検証アプレットの使用

Site StudioがEphoxをコントリビュータ・エディタとして使用するように設定した場合、コントリビュータ・アプリケーションは、1つ以上の署名付きプラグインがパッケージされた署名付きJavaアプレットを使用します。これらのアプレットがいずれかのシステムに最初にロードされるとき、ユーザーがセキュリティ証明書を受け入れることを求められます。複数の署名付きアプレットを同時にロードしようとすると、一部のJava仮想マシン(JVM)で問題が発生し、ブラウザがハングすることがあります。クライアント・コンピュータでこの問題が発生した場合、解決方法は2つあります。1つは、IT部門によってセキュリティ証明書をクライアント・コンピュータに送出する方法です。もう1つは、手動で一度に1つずつ証明書を受け入れる方法です。Site Studioによって、コンテンツ・サーバーに「Site Studio Certificate Validation」ページが表示されます。ユーザーはこのページで証明書を受け入れることができます。このページはユーザー・プロファイル・ページ(「My Profile」の下)からアクセスできます。

Site Studioコントリビュータのためにカスタム・プラグインを構築できるため、このページは、カスタム署名付きプラグインについても同じ方法で証明書を受け入れられるように拡張できます。このケースでは次のサーバー構成変数が使用されます。

	
SSExtraCertificateClasses


	
SSExtraCertificateLabels


	
SSExtraCertificateJars


	
SSHttpLayerManager





SSExtraCertificateClasses

このエントリは、証明書検証アプレットによってロードされるクラス・リストに顧客固有のエントリを追加します。値は、証明書検証プロセスでロードされるクラスをスペースで区切ったリストです。次に例を示します。


SSExtraCertificateClasses=com.xalco.XalcoEphoxPlugin com.zeng.TextGenerator


注意:

	
リストの各クラスには、SSExtraCertificateLabelsエントリを使用して、対応するラベルを設定する必要があります。


	
これは、SSExtraCertificateLabelsエントリおよびSSExtraCertificateJarsエントリと一緒に使用する必要があります。





SSExtraCertificateLabels

このエントリは、証明書検証アプレットによってチェックされる証明書リストに顧客固有のラベルを追加します。値は、証明書検証プロセスで表示される証明書の説明をカレットで区切ったリストです。次に例を示します。


SSExtraCertificateLabels=Xalco Certificate^Ravenna Certificate


注意:

	
リストの各ラベルには、SSExtraCertificateClassesエントリを使用して、対応するクラスを設定する必要があります。


	
これは、SSExtraCertificateClassesエントリおよびSSExtraCertificateJarsエントリと一緒に使用する必要があります。





SSExtraCertificateJars

このエントリは、証明書検証アプレットによって使用されるクラスパスに顧客固有のエントリを追加します。JVMがこれを使用して、SSExtraCertificateClassesエントリにリストされたクラスを見つけることができます。値は、証明書検証プロセスで表示される証明書の説明をカンマで区切ったリストです。次に例を示します。


SSExtraCertificateJars=<$HttpWebRoot$>resources/xalco/XalcoEphoxPlugin.jar,
<$HttpWebRoot$>groups/public/documents/adacct/HelloWorldPlugin.jar


注意:

	
エントリに埋め込まれたIdocスクリプト・タグは検証されます。


	
これは、SSExtraCertificateClassesエントリおよびSSExtraCertificateLabelsエントリと一緒に使用する必要があります。





SSHttpLayerManager

このエントリは、Ephoxエディタ内でのSunまたはデフォルトHttpLayerマネージャの使用を許可します。SSL環境で実行するときは、Sunレイヤーに変更すると結果が向上することがあります。指定できる値は次のとおりです。

	
SSHttpLayerManager=default: Ephox内部のデフォルトHttpLayerマネージャを使用します。


	
SSHttpLayerManager=sun: Sun HttpLayerマネージャを使用します。




これはEphoxのsetHttpLayerManager構成エントリに対応します。詳細は、http://www.ephox.com/developers/editliveforjava/v50/html/prop_httpmanagerlayer.htmlを参照してください。





B.6 シングル・サインオン(SSO)環境の構成

Site Studio 11gR1は、フォームベース認証およびシングル・サインオン(SSO)環境で実行できます。次のHTMLコメントを、ユーザーの資格証明を求めるログイン・ページに追加する必要があります。


<!--IdcClientLoginForm=1-->


このトークンは、スペースや大文字と小文字も変更せずにそのまま使用する必要があります。ログイン・フォームにこのHTMLコメントが含まれない場合、Site Studioデザイナは、フォームベース・ログインによって保護されるWebサイトに正常に接続できないことに注意してください。このとき、Site Studioデザイナによって「200 OK」というメッセージが表示されますが、接続は失敗します。

フォームのHEADセクションには、多くのコード(多数のMETAタグまたはJavaScriptコードなど)を含めることができます。送信されるページは、レスポンスの最初の5,000文字にHTMLコメント(またはトークン)を含む必要があります。そうでない場合、サーバー接続が失敗することがあります。クライアント・コンピュータ上のソフトウェアは、<!--IdcClientLoginForm=1-->トークンのレスポンスをスニッフィングし(厳密な文字列検索を使用)、見つかるとプロンプト元のコードを介してルーティングします。これはHTMLコメントとしてエンコーディングされるため、ログインが試行されるとき、通常のブラウザにトークンは表示されません。Idocスクリプトの場合は、送信されるページからパーサーがコードの該当ビットを削除します。クライアント側のブラウザではページに何も表示されません。

また、フォームベースのログイン・ソリューションが、Oracle Content ServerのExtranetLookコンポーネントの場合と同様に、リダイレクトを使用せずにログイン・フォームをクライアントに提供する場合は、次のサーバー構成変数をconfig.cfgファイルに追加する必要があります。


SSEnableExtranetLookCompatibility=1


config.cfgファイルを変更した後でコンテンツ・サーバーを再起動することを忘れないでください。この構成変数を追加しないと、Webサイトのコントリビューション・モードを開始した後で、パスベースのURLではなくCGIベースのURLがブラウザに表示されます。





B.7 10gR4よりも前のSite Studioプロジェクトの使用

Site Studio 11gR1には以前のリリースとの下位互換性があります。つまり、Site Studioデザイナ11gR1を使用して、以前のSite Studioリリースで作成されたプロジェクトを操作できます。アップグレードする必要はありません。ただし、これらのプロジェクトは引続きレガシー・モードで作動することに注意してください。つまり、10gR4よりも前のアーキテクチャを使用し、Site Studio 11gR1で導入された新しいアーキテクチャと機能は利用しません。

リリース7.5よりも前のデザイナで作成されたSite Studioプロジェクトを使用する場合は、まずプロジェクトをアップグレードする必要があります。このようなプロジェクトは、アップグレード後はレガシー・プロジェクトとして動作することに注意してください。

10gR4よりも前のプロジェクトのアップグレードの詳細は、『Oracle WebCenter Content Site Studioテクニカル・リファレンス・ガイド』を参照してください。
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Diagram that shows the stages involved in replication. The process is described in the surrounding text.


Screenshot of the Add Export Archive page, where you define an export archive file, which is used in the process of replicating a Web site from one content server to another.


Screenshot of the Web Site Addresses page, where you view or add site addresses for all available Web sites on the content server.


Screenshot of the External Applications Administration page, which provides detailed debugging information for external Site Studio applications.


Screenshot of the Backup and Restore page, where you can create, manage, and upload backup archives.


Screenshot of the General Component Information page, which provides information about the installed Site Studio component, Site Studio-specific metadata, directory paths, versions, and so on.


Screenshot of the Add Import Archive page, where you define an import archive file, which is used in the process of replicating a Web site from one content server to another.


Screenshot of the Site Studio Manager application. It shows the main interface, with the site hierarchy on the left and four tabs for each of the main functional areas: Section, Page Template, Secondary Page Template, and Custom Properties.


Screenshot of the Page Template tab of the Manage Site page, where you can assign a page template to the selected section in the site hierarchy.


Screenshot of the Backup Archive Information page, which shows the details of a backup, including the archive name, description, Web site, creation date, and so on.


Screenshot of the Manage Fragment Libraries page, where you deploy fragment libraries (that is, copy them to the correct location on the content server), configure JSP support for JSP-enabled Web sites, and compress Contributor JavaScript.


Screenshot of the Secondary Page Template tab of the Manage Site page, where you can assign a secondary page template to the selected section in the site hierarchy.


Screenshot of the Edit Export Archive page, where you edit the properties of an existing export archive file, which is used in the process of replicating a Web site from one content server to another.


Screenshot of the Section tab of the Manage Site page, where you can manage the sections within the hierarchy of a Web site, add or remove the current section, and modify some properties of the current section.


Screenshot of the Server Configuration Details page, which provides detailed configuration information for the content server that a backed-up Web site was located on at the time of the backup.


Screenshot of the Set Default Project Document Information page, where you specify the default metadata for Site Studio project files that are checked into the content server.


Screenshot of the Set Default Web Asset Document Information page, where you specify the default metadata for Site Studio web assets that are checked in to the content server.


Screenshot of the Manage Web Sites page, where you perform several site management tasks. These tasks are described in the table that follows this image.


Screenshot of the Manage Archive page, where you manage the existing Web site backups and definition bundles on the content server. It shows a list of all backups for all sites, along with their archive names and creation dates.


Screenshot of the Manage On-Demand Web Sites page, where you can designate Web sites on the content server as being on demand.


Screenshot of the Web Site Objects Report page, which shows usage information for all Web site objects marked for reporting. You can see information about page templates, contributor data files, page template fragments, fragment libraries, Web site assets, and the Web site project.


Screenshot of the Custom Properties tab of the Manage Site page, where you can modify the values of custom properties assigned to the current section by the site designer.


Screenshot of the Edit Import Archive page, where you edit the properties of an existing import archive file, which is used in the process of replicating a Web site from one content server to another.


Screenshot of the Manage Site Replication page, where you manage the replication of your sites to other content servers.
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